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はじめに

近年、情報化やグローバル化が進展し、人工知能が飛躍的に発展していく中、これからは人
としての生き方や社会の在り方について、多様な価値観を認め、他者と対話し協働しながら、
物事を多面的・多角的に考えることが求められています。そうした時代を背景に、新たに道徳
の時間から「特別の教科　道徳（以下、道徳科という。）」が位置づけられ、その目標、内容、
教材や評価、 指導体制の在り方等が見直されました。今後は、児童生徒の発達段階に応じて答
えが一つではない道徳的な課題を一人一人の児童生徒が自分事として捉え、向き合う「考え、
議論する道徳」への質的転換を図るための指導の工夫が問われています。
昨年度の小学校に引き続き、今年度から中学校でも道徳科が全面実施されました。教科化が
決まってからの期間、学校では授業づくりや評価の在り方等について校内研修等を積み重ねた
ことで、道徳科の授業づくりや評価の在り方について一定の見通しをもって、取り組まれ

」。いいばけおてっや度程のこ「、ていおに等価評や業授の科徳道、しかし。すまれらえ考とる
いて

と、現状のままに留まり形骸化しているところもあるのではないかと懸念します。
方から「なかなか授業が深まらない。」「上滑りしている。」などといった声もあり、さらなる
研修等を通して授業改善を図っていく必要があると捉えています。
そのために、「道徳教育実践推進協議会」、「道徳教育拠点校育成支援事業」の推進地域等の

協力の下、「『対話的な学び』を通して生き方についての考えを深める道徳科の授業をめざして」
と題し、道徳科の授業で「対話的な学び」を実現するために、授業構想から授業改善までの流
れ、授業づくりや評価に関する手立てや工夫等を本冊子にまとめました。
第１章では、「道徳教育の目標」及び「道徳科の目標」と「対話的な学び」等について、ポ
イントを示し、第２章では、児童生徒の生き方についての考えを深めるために授業前に行う確
認事項や準備すること等を説明しています。
第３章では、授業場面で行う教材提示や「問い返し」、板書についての工夫点をまとめ、第
４章では、授業後に行う授業改善に向けた事後研修の持ち方等について、第５章では、道徳科
の評価について説明しています。
また、第２章から第５章には、それぞれの説明に関連した具体的な実践事例を紹介し、本県
がこれまで取り組んできた道徳科の授業づくりや評価について具体的にイメージしていただけ
るよう工夫しています。
　各校においては、本冊子や平成 27年度から教科化に向け作成した４冊の指導資料を活用し
た授業研究等を促進し、さらに道徳教育を一層充実させ、兵庫の子ども達の豊かな心が育成さ
れることを期待します。
　最後になりましたが、本冊子を発行するにあたりご尽力いただきました「道徳教育実践推進
協議会」の横山利弘委員長を始めとする委員の皆様、各推進地域等の皆様に深く感謝申し上げ
ます。

　　　令和２年３月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
兵庫県教育委員会

【本資料の有効活用のためには】
平成 27年度～平成 30年度に作成した「『特別の教科　道徳（道徳科）』の全面実施に向けて」を

併せてご活用ください。

など
実際、先生
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1
道
徳
科
の
目
標

ᲢᲫᲣ道徳教ᏋƷႸ

道徳教ᏋƸᲹ 道徳ࣱƷᏋをႸƱƠていǇすŵ

Ʒ教Ꮛѣμ˳をᡫơてᘍఄܖにƓける道徳教ᏋƸŴ道徳ᅹをᙲƱƠてఄܖ 

ƏǋƷưƋǓŴ道徳ᅹƸǋƱǑǓŴӲ教ᅹŴᲢٳᛖѣŴᲣዮӳ的なܖ፼Ʒ

᧓ӏƼཎКѣƷƦǕƧǕƷཎឋにࣖơてŴδᇜဃࢻƷႆᢋƷെ᨞をᎋॾƠてŴ

ᢘЏなਦݰをᘍƏǋƷưすŵ              ※Ტ  Უఄܖݱ 

道徳ࣱƱƸᲹ 人᧓ƱƠてǑǓǑƘဃƖるƨǊƷ人的ཎࣱưすŵ

道徳ࣱƸŴ道徳的ЙૺщŴ道徳的࣎ऴŴ道徳的ܱោॖഒƱ७ࡇưನƞǕǇ

すŵɟ人ɟ人Ʒδᇜဃࢻが道徳的価値を自覚ƠŴ自ࠁƷᲢ人᧓ƱƠてƷᲣဃƖ

૾にƭいてขƘᎋƑŴଐࠝဃǍʻࢸ出ӳƏưƋǖƏಮŷな᩿ئӏƼཞඞにƓ

いてŴ道徳的価値をܱྵするƨǊƷᢘЏなᘍໝを主˳的にᢠ৸ƠŴܱោするƜ

ƱがưƖるǑƏなϋ᩿的ឋをॖԛƠǇすŵ       ※Ტ  Უɶఄܖ 

道徳ᅹưƸŴδᇜဃࢻがܖƿǂƖ道徳的価値がŴಅᎍƷƠ˄けǍᛔݰ

になǒないǑƏにするƨǊŴδᇜဃࢻƷ道徳的ᜂ価値ƷྸᚐをؕにŴ˂ ᎍǍ

自ࠁƱƷݣᛅをᡫƠて自ࠁƷᲢ人᧓ƱƠてƷᲣဃƖ૾にƭいてƷᎋƑをขǊ

るžݣᛅ的なܖƼſがᙲᙻƞǕていǇすŵ ※Ტ  Უɶఄܖ

Ტžݱȷɶܖఄܖ፼ਦݰᙲ᪸ᇹ 1 ᇘዮЩƷᇹ 3 ƷᲫſӋༀᲣ

「対話的な学び」を通して
　　　　生き方についての考えを深める道徳科の授業をめざして1
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ႸƷನᡯ的ྸᚐ

ႸƷኒЗ的ྸᚐƷǤȡーǸ

道徳的価値Ʒྸᚐ

ƷขǇǓ 

自ࠁをᙸƭǊるщ

ƷขǇǓ 

ݣ ᛅ 的 に ܖ ƿ щ

ƷขǇǓ

 ဃƖ૾にƭいてᎋ

ƑるщƷขǇǓ 

ᲢဦᲣ道徳的ᜂ価値にƭいてƷྸᚐをؕにŴ自ࠁをᙸƭǊŴཋ事をᲢ࠼い

ᙻƔǒᲣ᩿ٶ的ȷٶᚌ的にᎋƑŴ自ࠁƷᲢ人᧓ƱƠてƷᲣဃƖ૾にƭい

てƷᎋƑをขǊるܖ፼をᡫƠてŴ道徳的なЙૺщŴ࣎ऴŴܱោॖഒƱ७ࡇを

Ꮛてるŵ                      ※Ტ  Უɶఄܖ

ᲢᲬᲣ道徳ᅹƷႸ

道徳ᅹƷಅƸŴ 

ž自ࠁƷဃƖ૾にƭいてᎋƑるſ 

᧓ưすŵ

ဃƖ૾にƭいてᎋƑるƨǊƷؕに

なるƷが 

ž道徳的ᜂ価値Ʒྸᚐſưすŵ

ဃƖ૾にƭいてƷᎋƑをขǊるƨǊにƸŴ 

Ĭ自ࠁをᙸƭǊるƜƱᲢ主˳的ưƋるƜƱᲣ

ĭཋ事を᩿ٶ的ȷٶᚌ的にᎋƑるƜƱᲢݣᛅ的

ưƋるƜƱᲣが࣏ᙲưすŵ 

ž˴ƷƨǊにŴ 
ƲƏဃƖるƷƔſ

なƲ

道徳的なဃƖ૾にƭいて
ᎋƑるƨǊにŴ道徳的価
値ƷٻЏƞをྸᚐするŵ 

ǇƣŴ自分ƷဃƖ૾をჇгにᙸƭǊるŴ自
ƷにơƜǋǒƣŴ࠼Ƙ˂ᎍƷᎋƑǍ
ॖᙸをᎥƖŴ自ࠁƷᎋƑをਤƭŵ 

ų道徳的価値ƷྸᚐがขǇるにƭǕてŴ自ࠁをᙸƭǊるщǋขǇǓŴݣᛅƷϋܾǋขǇǓǇすŵ
ų自ࠁをᙸƭǊるщがƭƘにƭǕてŴ道徳的価値ƷྸᚐǋขǇǓŴݣᛅƔǒࢽるǋƷǋٶƘなǓǇすŵ
ųƜƷǑƏにŴᲮƭƷщƸႻʝに᧙ᡲƠながǒᏋǇǕていƘƱᎋƑǒǕǇすŵ
ųᧈいǹȑȳưδᇜဃࢻƷᧈをᙸていƘƜƱƱŴׅŴ࣎にขƘЦǇǕるಅをੑ࣎けǇƠǐƏŵ
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1
道
徳
科
の
目
標 ᲢᲭᲣžݣᛅ的なܖƼſにƭいて

žݣᛅ的なܖƼſƱƸ

žݣᛅ的なܖƼſをขǊるƨǊに ᳸žӖܾſをƠǑƏ᳸

ƦƏƩƶᲛ

なるǄƲƶᲛ 

ɟ人ưཋ事をᎋƑるにƸŴᨂǓがƋǓǇすŵ˂ᎍƱݣᛅをするɶư

自分ƷᎋƑをᄩᛐƠƨǓŴ˂ᎍƷᎋƑƔǒૼƠいൢ˄ƖがƋっƨǓす

るǋƷưすŵ 

道徳ᅹにƓけるžݣᛅ的なܖƼſƱƸŴʝいにᎋƑǍॖᙸを出Ơӳ

ƏႻʝƷǍǓӕǓをᡫƠてŴ自ࠁƷဃƖ૾にƭいてᎋƑをขǊǑƏƱ

するȗȭǻǹưすŵ

 ಅᎍƷႆբにݣƠてδᇜဃࢻƸƦǕƧǕƷᎋƑをᘙྵƠǇすがŴ

ɟբɟሉưƸŴžݣᛅ的なܖƼſがขǇるƱƸᨂǓǇƤǜŵ 

ɶႆ࣎բƷ᩿ئưƸŴٶಮなज़ơ૾ǍᎋƑ૾を出ƠӳいŴಅᎍƷ

žբいᡉƠſሁにǑってδᇜဃࢻƷᎋƑをขǊていƘƜƱがٻЏưすŵ

 ᛅがᘍǘǕるにƸŴႆᚕをžӖܾſするƜƱがᙲưすŵݣ

žӖܾſƱƸŴδᇜဃࢻがႆᚕƠているƦƷ࣎ƷϋにƋるǋƷをӖけ

ഥǊŴӖけλǕるƜƱưすŵƭǇǓŴಅᎍがδᇜဃࢻƷႆᚕをƠっƔ

ǓƱžᎮƘſۋѬをਤƭƜƱưすŵƦƠてŴӖܾするƜƱưŴδᇜဃࢻ

が࣎ܤƠてᛖるƜƱがưƖるᩎൢがᏋǇǕǇすŵƜǕƸŴ道徳ᅹƷ

ಅƩけưƸなƘŴଐ᪭ƷܖኢƮƘǓにǋјௐ的ưすŵ 

ƦƏ思っƨƷƔᲛ

žݣᛅ的なܖƼſをขǊるƨǊに ᳸žբいᡉƠſをƠǑƏ᳸

道徳ᅹƷಅưžᛅƠӳƏſƱいいǇすがŴδᇜဃࢻƷႆᚕにをͼけŴ

žƦƏƔᲛſƱӖけഥǊるƜƱにǑってŴδᇜဃࢻƷ࣎ƸᏋƭǋƷưすŵδ

ᇜဃࢻƷႆᚕをžƦƏƩƶᲛſžƦƏ思っƨƷƔᲛſžなるǄƲƶᲛſなƲƱ

ӖܾƠてŴƞǒにբいをዓけていƘƱŴδᇜဃࢻ自៲が自分ưǋƜǜなƜƱ

をᎋƑていƨƷƔƱ思ƑるǑƏなᘙྵがࡽƖ出ƞǕǇすŵƜƷすっƱܖኢ

Ʒᆰൢがɟ٭ƠǇすŵƜǕが道徳ᅹƷಅƷƶǒいにᡐっているưƸない

ưƠǐƏƔŵ 

道徳ᅹƷಅにƓいてƸŴ教ƑるƜƱᲢteachᲣǑǓǋŴδᇜဃࢻƷႆᚕ

をӖܾᲢcatchᲣƠŴσにᎋƑŴपǈŴٹǍज़ѣをσஊするƱいƏಅᎍƷ

 ЏưすŵٻѬがۋ

ɶႆ࣎բƷ᩿ئưžբいᡉƠſをƠǇƠǐƏŵδᇜဃࢻƷႆᚕにƠっƔǓƱ

をͼけてδᇜဃࢻƷஜ࢘Ʒ思いをᎮƖǇƠǐƏŵするƱǋƏݲƠᎥいてǈƨいǋƷ

がᙸƑてƘるƜƱがƋǓǇすŵž˴をᚕいƨいƷƩǖƏƔŵſžਁᝋ的なᚕᓶを̅って

いるけǕƲŴƜƷ܇ƸƦǕをƲƷǑƏにਵƑているƷƩǖƏƔŵſžǋっƱᛇƠƘᎮƖ

ƨいなŵſƱŴಅᎍが思っƨƜƱをδᇜဃࢻにբいǇƠǐƏŵ 

δᇜဃࢻがᛖる思いǍᎋƑをžᎮƘſƜƱƔǒŴಮŷなžբいſがဃǇǕて

ƖǇすŵ̊ƑƹŴžǍƞƠいってƲƏいƏƜƱᲹſžǍƞƠいƱᚃЏƸӷơᲹſ

žすƝいƜƱᚕっƨƶŵ思いǍǓって˴ƩǖƏᲹſなƲŴδᇜဃࢻƷႆᚕを

ੑƔǓにƞǒにբƏƱŴ道徳的価値ƷྸᚐǍဃƖ૾にƭいてƷᎋƑ૾をขǊǍ

すƘなǓǇすŵ 

 žᛡがƠƨᲹſžƦǕƔǒƲƏƠƨᲹſžƲƜưᲹſなƲƷǹトーȪーをϐᄩ

ᛐするƨǊƷբいƸŴžբいᡉƠſƱƸᚕいǇƤǜŵ

よりも
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1
道
徳
科
の
目
標 ŧ道徳ᅹƷᲾᲽ 

教材分析をᘍƏɥư
ƜǕǒƷ࣏ᙲࣱが出
てƖǇすᲛ

授業前 
Plan

道徳ᅹƷϋܾႸにƭいてƷྸᚐ

δᇜဃࢻƷ道徳的ᜂ価値ƷྸᚐにƭいてƷܱ७৭੮

ƶǒいƷଢᄩ҄

ɶႆ࣎բƷӿԛ

ȷಅɶƷδᇜဃࢻƷႆᚕ 

ȷெϙჇ ȷಅᚡ  

ȷδᇜဃࢻƷਰǓᡉǓシート なƲ 

授業の振り返り

授業場面 

授業後 

「主体的・対話的で深い学び」

ႆբ Ӗܾ բいᡉƠ

教材の読み(分析) 

授
業
改
善

Do

Check

Action

ŧؕஜ的な道徳ᅹƷಅƷ්Ǖ 

 ŧݰλെ᨞äܖ፼ǁƷॖഒをնឪするെ᨞ưすŵ

ŧޒെ᨞ä教材に੨ƔǕている道徳的価値にༀǒƠて自ࠁƷဃ
Ɩ૾をᎋƑるെ᨞ưすŵ 

ŧኳെ᨞äʻࢸƷႆޒにƭなƙെ᨞ưすŵ

 λƸቇにᲛݰ

ಅᎍがርᛠするŵǹȔーȉƸŴδᇜဃࢻƷ思ᎋƷᡮƞにӳǘƤƨᛠǈに࣎

ੑけるŵᧈい教材ưƋってǋ࣯がƣŴδᇜဃࢻがǤȡーǸưƖるǑƏにǏっ

ƘǓᛠǈŴᛠǈኳǘってોǊてƋǒすơをᛟଢƠなƘてすǉǑƏにƠƨいŵ

ርᛠƷƋƱŴɟԠԈƷ᧓をƓƘƱǑいŵ

இИƷႆբƸŴいてƋるƜƱをሉƑƞƤるቇҥなǋƷưŴႆᚕƠǍすいᩎ

  をƭƘるƱǑいŵൢ

̊ᲣఄܖݱưƸŴႇئ人ཋƷᄩᛐなƲŵ 

ɶఄܖưƸŴज़ѣƠƨƱƜǖǍǈǜなưᎋƑてǈƨいƜƱなƲŵ 

δᇜဃࢻがᎋƑǍすいǑƏにŴӲႆբƷЭに᩿ئǍཞඞをᛟଢするƱႆᚕが

出ǍすƘなるŵ 

ɶႆ࣎բǇưƸŴႆբがٶƘなǒないǑƏȆȳȝǑƘᡶǊŴ1�᳸20 分ᆉࡇ

をႸܤƱするƜƱがஓǇƠいŵ 

ႆբをするЭにŴ᩿ئǍཞඞをቇにᛟଢƠてŴɶ࣎Ʒբ᫆が˴ưƋるƔを

分ƔるǑƏにするƱǑいŵ 

δᇜဃࢻが道徳的価値を৭੮ƠにƘいئӳにͳƑてŴᙀяႆ

բをแͳƠてƓƘƜƱがஓǇƠいŵ

δᇜဃࢻƷٶಮなႆᚕをӖܾŴ১ᛐƠŴႆᚕƷᘻにƋる思いをǭȣȃȁする

ǑƏੑ࣎けŴδᇜဃࢻƷႆᚕを分ƠŴžݣᛅſにいƟなƏŵɶႆ࣎բƷƱƜ

ǖƸŴಅƷžȤȞſなƷưŴҗ分に᧓をƔけるŵ��᳸20 分ᆉࡇをႸܤ

にするƜƱがஓǇƠいŵ

ኳƸŴ˷᪩をസすᲛ

ỉርᛠᴾ

ؕஜႆբᴾ

中ႆ࣎բᴾ

ಅᎍƷᛅƸᛟǍ価値ƷƠ˄けになǒないǑƏŴδᇜဃࢻがŴဃƖ

るƜƱにٹǍࠎஓȷџൢがǘƘǑƏなϋܾにするƜƱがஓǇƠいŵಅを

ᡫƠてŴ思っƨƜƱǍज़ơƨƜƱなƲをਰǓᡉǓシートሁに自ဌにƘ

᧓をٻЏにするŵ 

ƜǕƸಅޒƷɟ̊ưすŵƜǕをӋᎋにŴ教材ƷཎࣱǍδᇜဃࢻƷ道徳的ᜂ価値Ʒྸ
ᚐにƭいてƷܱ७を៊ǇƑƨޒをپƠǇƠǐƏŵ 

平成 27年度指導資料「『特別の教科 道徳』の全面実施に向けて」(ｐ14～15)も併せて参照してください。
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2 【授業前】授業構想

ᲢᲫᲣ教材ƷᛠǈᲢ分析Უ

 教材ƷᛠǈにƓいてƸŴಅᎍが教材に੨ƔǕている人᧓ƷဃƖ૾ǍŴƦƜ

にԃǇǕる道徳ɥƷբ᫆Ტ道徳的価値ᲣをƠっƔǓƱᛠǈӕるƜƱがٻЏưすŵ

ƭǇǓŴᛠǈཋ教材を̅ってಅをするئӳŴᛖᅹにƓけるᛠǈƱီなる道

徳ᅹƷᛠǈをするƜƱがᏁᙲưすŵ道徳ᅹƷᛠǈをするƨǊにƸŴ教材にႮǓ

ᡂǇǕƨ道徳的ᜂ価値をଢᄩに৭੮ƠŴ教材ƷನをਵƑるƜƱがஊјưすŵ 

ʻׅƸŴ道徳的価値がƲƷǑƏに教材に؈ǊᡂǇǕているƔƱいƏᙻໜư教

材をɦƷ#᳸&ƷᲮƭに分ƠていǇすŵƠƔƠŴ教材ƷನƸƜǕǒにᨂる

ǋƷưƸなƘŴಅᎍが教材をᛠǜư自分なǓƷನをᎋƑŴƦƷನがᢘЏ

ƔƲƏƔŴԗǓƷ教ՃƱॖᙸを出ƠӳƏƜƱがஓǇƠいƱᎋƑǇすŵ 

# 主人公が思いがけない出来事に出会って道徳的価値を自覚する 

$ ǹトーȪーμ˳に道徳的価値Ʒᙲˑが؈ǊᡂǇǕている

% ႇئ人ཋμՃƷ思いに道徳的価値が؈ǊᡂǇǕている

& ႇئ人ཋƷɧ思ᜭなᘍѣƷᏑに道徳的価値が؈ǊᡂǇǕている

＜ 教材# Ʒ 分析 ＞Ƃ主人公が思いがけない出来事に出会って道徳的価値を自覚する教材ƃ

ஜჄưƸŴ主人公が思いがけない出来事に出会って道徳的価値を自覚する教材

をൔ᠋的ܾତに分析ưƖるǑƏž教材分析シートſをᅆƠていǇすŵ 

Ძ 教材をእႺにɟᛠするŵ

Წ ಅưৢƏ道徳的価値をଢǒƔにするŵ

Ჭ 道徳的価値がƲƷǑƏに教材に؈ǊᡂǇǕているƔをଢǒƔにするŵ

【詳しくは】平成 27年度指導資料「『特別の教科 道徳』の全面実施に向けて」(ｐ8～12) 

教材をᛠǜưŴĬ᳸ĮをƭƔǉŵ 

ĬဃƖ૾が҄٭ƠƨƷƸᛡƔᲢ主人公Უ
ĭ҄٭するƜƱになっƨ出来事Ƹ˴Ɣ 
Į҄٭するƷƸƲƜƔ 

点線部分は授業の
中心場面となると
ころです。
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うしろすがたを
いつまでも見る 

うさぎを 
だきあげて 
そっと下ろす 

after 

自覚後の実践 

親切 思いやり 

いい気もち 

強い者に

卑屈 

くまに 
出会って 

「私が下がります」 

おもしろい こわい 

＜ 教材分析＞Ƃ主人公が思いがけない出来事に出会って道徳的価値を自覚する教材ƃ

Ტ̊ᲣƀƸƠƷɥƷƓƓƔǈƁᲢ出χᲴžǘƨƠƨƪƷ道徳ſఄܖݱɟȷʚ࠰Უ 

   ϋܾႸ ᚃЏŴ思いǍǓ $�ᲢᲰᲣ 

   ƶ ǒ い ƘǇがƩƖƔƔƑてƦっƱɦǖƠてƘǕƨƜƱをᡫƠてŴ 

៲ᡈにいる人にภƔい࣎ưƠŴᚃЏにƠǑƏƱする 

道徳的࣎ऴをᏋてるŵ 

教材分析＞ƂǹトーȪーμ˳に道徳的価値Ʒᙲˑが؈ǊᡂǇǕている教材ƃ

Ტ̊ᲣƀዋᓶƱЏƁᲢ出χᲴఄܖݱ道徳ਦݰ૰ƱƦƷМဇᲭ ૨ᢿႾᲣ 

ϋܾႸ ӐऴŴ̮᫂ $�ᲢᲳᲣ 

   ƶ ǒ い ƱΩƷᎋƑにᡕっƨがŴƜǕǇưƷƜƱを思い出す主人公をᡫƠてŴ

ӐᢋƷƜƱをʝいにǑƘྸᚐƠŴ̮᫂ƠŴяけӳƓƏƱする 

道徳的࣎ऴをᏋてるŵ

AƷ

＜B Ʒ
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教材分析 ＞Ƃႇئ人ཋμՃƷ思いに道徳的価値が؈Ǌ

Ǌ؈

ᡂǇǕている教材ƃ

Ტ̊ᲣƀᢃԡƷஙᲧۈែ؉Ʒٻ௵ᲧƁᲢ出χᲴτࡉ༿道徳教Ꮛиᛠஜž࣎ƔがǍƘſᲣ 

ϋܾႸ ˡወƱ૨҄Ʒݭ Ჽ�Ტ��Უ 

   ƶ ǒ い ɟஜƷ߾ஙにᡂǊǒǕƨ人ŷƷ思いをᡫƠてŴ 

ΟǕƨˡወƷዒ১ƱૼƠい૨҄ƷоᡯにᝡྂƠǑƏƱする 

道徳的ܱោॖഒをᏋてるŵ 

教材分析＞Ƃႇئ人ཋƷɧ思ᜭなᘍѣƷᏑに道徳的価値が ᡂǇǕている教材ƃ

Ტ̊Უƀ᩷ƷᧉƁᲢ出χᲴᓎ൷ݎ ˺ ƀऍƷ૾ࢬにƁǑǓᲣ 

ϋܾႸ ရƷࣞ Ჾ�Ტ��Უ 

   ƶ ǒ い ʕෙにžƓૹǓなƞǕſƱᚕǘǕてǋૹるƜƱがưƖなƔっƨܱʂяをᡫƠてŴ

人᧓ƷщをឬƑƨǋƷにݣするရƷࣞをǋƱƏƱする 

道徳的࣎ऴをᏋてるŵ 

＜C Ʒ

＜DƷ

ᲢᲬᲣᎋƑをขǊるಅにするƨǊƷႆբƷӿԛ

ɶႆ࣎բにᐱるǇưƷբいƸŴ教材Ʒؕஜ的なޒǍ්ǕをƭƔǊƹǑいư

すŵƠƔƠŴɶႆ࣎բƸŴಅƷžȤȞſになるƷưŴƶǒいにᡐる࣏ᙲがƋ

ǓǇすŵƜƜư道徳的価値ƷྸᚐǍ自ࠁƷᲢ人᧓ƱƠてƷᲣဃƖ૾にƭいてƷ

ᎋƑをขǊǒǕるႆբƷแͳをƠてƓƔなけǕƹなǓǇƤǜŵ 

δᇜဃࢻにƲƏႆբするƔにǑってŴδᇜဃࢻƷሉƑがᢌってƖǇすŵ 

ɟᑍ的なႆբƱƠてƸ 

がᎋƑǒǕǇすŵ 

δᇜဃࢻが道徳ᅹƷಅがžƓǋƠǖいſŴžಏƠいſƱज़ơるƷƸŴᎋƑる

Ɣǒưすŵ教材にいてƋるƜƱをሉƑるƩけưƸŴδᇜဃࢻƸឱƠǇƤǜŵ 

δᇜဃࢻƷいǖいǖなӒࣖが出てƘるǑƏなɶႆ࣎բƷӿԛがஇǋᙲưすŵ

δᇜဃࢻにƸŴ 

なƲƷǑƏなբいをپƠǇƠǐƏŵ 

̊ƑƹŴஜ૰ᳪᲲ᳸ᲳƷǑƏに教材分析Ơてɶႆ࣎բをᎋƑてǈるƱ 

ƀƸƠƷɥƷƓƓƔǈƁưƸ  ※これらの中心発問例は一例です。

žƘǇƷƏƠǖすがƨをᙸているƓƓƔǈƸƲǜなƜƱを思って
いるưƠǐƏƔᲹſ

ƀዋᓶƱЏƁưƸ 

žᲢ主人公ᲣŨŨƸƲǜなƜƱをᎋƑてž分ƔってƘǕるſƱ思っ
ƨƷưƠǐƏƔᲹſ

ƀᢃԡƷஙᲧۈែ؉Ʒٻ௵ᲧƁưƸ 

žɟஜƷ߾ஙにᡂǊǒǕƨ人ŷƷ思いƸŴ˴ưƠǐƏƔᲹſ

ƀ᩷ƷᧉƁưƸ 

žܱʂяƸなƥʕෙをૹるƜƱがưƖなƔっƨƷưƠǐƏƔᲹſ

ȷᎋƑƨƘなるǑƏなբい

ȷᎋƑƟるをࢽないբい

ȷƜǕǇưにᎋƑƨƜƱƷないǑƏなƜƱǍᚇໜƔǒᎋƑǑƏƱするբい

žƲƏᎋƑƨƷƔᲹſᲢ道徳的ЙૺщᲣ

žƲǜなൢਤƪƔᲹſᲢ道徳的࣎ऴᲣ

žƲƏƠƨいƱ思っているƷƔᲹſᲢ道徳的ܱោॖഒƱ७ࡇᲣ なƲ
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žƲƏᎋƑƨƷƔᲹſᲢ道徳的ЙૺщᲣ

žƲǜなൢਤƪƔᲹſᲢ道徳的࣎ऴᲣ

žƲƏƠƨいƱ思っているƷƔᲹſᲢ道徳的ܱោॖഒƱ७ࡇᲣ なƲ
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ܱោ事̊  

ƀƀž ᛅݣ をࡽƖ出す道徳ƷಅƮƘǓ᳸ բሉᨼܭेئޛ ſ᳸ƁƁ

Ტܧቮࠊᇌɟܷ҅ఄܖݱȷɟܷ҅ɶఄܖƷӕኵᲣ 

ƂᙻໜをૢྸƠて܇ƲǋƨƪƷžݣᛅſをขǊるƨǊにƃ 

教 材 Ӹ ƀƓܲಮƁᲢ出χᲴఄܖݱ道徳ᛠǈཋ૰ᨼ ૨ᢿᅹܖႾᲣ 

ϋܾႸ ᙹЩƷݭ C-(12) 

ƶ ǒ い 自˂ƷೌМをݭƠŴ自分にᛢƤǒǕƨ፯ѦをௐƨƠながǒŴ公徳࣎をǋっ 

てᅈ会ဃɥƷƖǇǓᲢȫーȫᲣǍȞȊーをٻЏにする७ࡇをƏŵ 

ᲢܭेئޛբሉᨼᲣ ※ɟᢿ৷ቦ

ƂௐӏƼਦݰƷȝǤȳトƃᲢŨௐ ŬਦݰƷȝǤȳトᲣ 

ŹžܭेئޛբሉᨼſにǑってɶ᩿ئ࣎がΪܱƠŴδᇜဃࢻƷƞǇƟǇなӒࣖに 

ಅᎍƸᓳƪბいてࣖݣするƜƱがưƖƨŵ 

Ŭ᳸ᲾƷᲮƭƷᙻໜưբいᡉƠሁをेܭƠていƨがŴܱᨥƷಅưƸƱᲽ

に᧙するδᇜƷႆᚕがなƔっƨƨǊŴႸưƸなƘŴǋっƱ人ཋにᙻໜをƋ

ててेܭƠていƘ૾がǑƔっƨŵ 

ŬδᇜƷႆᚕをʖेするにƸŴ教材ƷขいᛠǈがᙲưƋるŵ 

「ᒣ場想ᐃ問答㞟」とは…

中心場面で活発に㆟ㄽが㐍ࢇでいくよう、児童生徒のさまࡊまな発言に対応

できるような補助発問ࡸ問い㏉し・切ࡾ㏉しを想ᐃしたࡶの。「ከ面的・ከゅ的

に考える」場面ࡸ「自ᕫをぢつめて考える」場面をタᐃし、道徳的価値につい

て深く考えることができるようなᤵᴗ࡙くࡾをめࡊします。

ࢺ࣏ࣥ

予想される児童

の発言を４つに

分㢮

ƀž ᛅݣ ſをᡫƠてδᇜဃࢻƱƱǋにᎋƑる道徳ƷಅƮƘǓ᳸લಅをᡫƠて᳸Ɓ

ᲢҤƋǘơࠊᇌᙱɶఄܖȷᙱ࣓ჷఄܖݱȷฬఄܖݱȷᠼ፦ఄܖݱȷఄܖݱࠌƷӕኵᲣ 

ƂલಅにǑるբいᡉƠƷ౨ᚰƃ 

教 材 Ӹ  ƀǘƨƠƷᩌޛࢠƁᲢ出χᲴτࡉ༿道徳教Ꮛиᛠஜž࣎ƖǒǊƘſᲣ 
ϋܾႸ  自ग़ᜱ D-(20) 
ƶ ǒ い  ƓơいƪǌǜƔǒᩌޛࢠƷ自ƷᛅをᎥƖŴ道徳的に҄٭する主 

人公をᡫƠてŴ自Ʒ፦ƠƞǍすƹǒƠƞにज़ѣƠŴ自Ǎѣౡ 
ཋをٻЏにƠǑƏƱする道徳的ܱោॖഒƱ७ࡇをᏋてるŵ 

ƂௐƱਦݰƷȝǤȳトƃᲢŨௐ ŬਦݰƷȝǤȳトᲣ 

ŹલಅをጮǓᡉƠᘍƏƜƱにǑǓŴδᇜဃࢻƷᎋƑをǑǓขǊるƨǊにஊ 
јなžբいᡉƠſをŴδᇜဃࢻႸዴưᎋƑるƜƱがưƖŴ教ՃƷǹǭȫǢȃȗ 
をるƜƱがưƖƨŵ 

ŬલಅをᘍってಅにᐮǜƩがŴܱᨥƷಅưƸŴ自をܣる૾ඥに᧙す 
るॖᙸƹƔǓにኳڼƠŴžբいᡉƠſがᢘЏưないئӳǋƋっƨŵಅƷɶưŴ 
δᇜဃࢻにž˴をᎋƑƞƤƨいƷƔſをࠝにǋƪŴᢘЏなႆբǍžբいᡉƠſ
をƠなけǕƹなǒないŵ 

ᑠᏛᰯでは༢Ꮫ⣭がከいため、Ꮫ⣭の児童生徒との事๓ᤵᴗが⾜いにく

いので、教ဨが児童生徒ᙺになってᶍᨃᤵᴗを⾜い、発問ࡸ問い㏉しについ

て᳨ドし、ᤵᴗᨵၿにྲྀࡔࢇ⤌ࡾ。

ܱោ事̊  

授業者役 児童役 

【中心発問】 

あい子は、どんな思いで「私が

大きくなっても、花も木も鳥も

動物もたくさんいる今のまま

の山にしたいな。」と言ったの

でしょう。 

 

 

素晴らしい山ってどんな山？ 

 

 

 

どんな山を見せたいの？ 

       

 

 

 

 

どうしてそう思ったのかな？ 

 

 

 

 

 

T1：今まで何も考えずに花を平

気で摘んでしまっていたけ

ど、もうやめよう。 

T2：今とかわらないでほしい。 

T3：ずっとすばらしい山であっ

てほしい。 

 

T3：自然がいっぱいある山。虫

や生き物がたくさんいる山。 

T4：自分の子どもにも見せたい。 

 

 

T4：自然がいっぱいある山。動

物がいる山。虫がたくさんい

る山。 

 

T5：自分たちの子どもにも雪彦

山の自然のよさを見せてあげ

られるように大切に守ってい

きたいと思ったから。    

「～ほしい。」とい
う他人事のような
考えから広がらな
い。 
→あい子の言葉は
児童に読ませては
どうか。 

この問い返しで
は、1つ目の「素晴
らしい山とはどん
な山？」と同じ答
えが返ってくるの
で、「問い返し」を
変更してはどう
か。 
→「どうしてそう
思ったのかな？
（理由）」 

自然を大切にし
たいという思い
に触れることが
できる。 

模擬授業をうけての修

正点や期待できる効果 
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ܱោ事̊  

ƀƀž ᛅݣ をࡽƖ出す道徳ƷಅƮƘǓ᳸ բሉᨼܭेئޛ ſ᳸ƁƁ

Ტܧቮࠊᇌɟܷ҅ఄܖݱȷɟܷ҅ɶఄܖƷӕኵᲣ 

ƂᙻໜをૢྸƠて܇ƲǋƨƪƷžݣᛅſをขǊるƨǊにƃ 

教 材 Ӹ ƀƓܲಮƁᲢ出χᲴఄܖݱ道徳ᛠǈཋ૰ᨼ ૨ᢿᅹܖႾᲣ 

ϋܾႸ ᙹЩƷݭ C-(12) 

ƶ ǒ い 自˂ƷೌМをݭƠŴ自分にᛢƤǒǕƨ፯ѦをௐƨƠながǒŴ公徳࣎をǋっ 

てᅈ会ဃɥƷƖǇǓᲢȫーȫᲣǍȞȊーをٻЏにする७ࡇをƏŵ 

ᲢܭेئޛբሉᨼᲣ ※ɟᢿ৷ቦ

ƂௐӏƼਦݰƷȝǤȳトƃᲢŨௐ ŬਦݰƷȝǤȳトᲣ 

ŹžܭेئޛբሉᨼſにǑってɶ᩿ئ࣎がΪܱƠŴδᇜဃࢻƷƞǇƟǇなӒࣖに 

ಅᎍƸᓳƪბいてࣖݣするƜƱがưƖƨŵ 

Ŭ᳸ᲾƷᲮƭƷᙻໜưբいᡉƠሁをेܭƠていƨがŴܱᨥƷಅưƸƱᲽ

に᧙するδᇜƷႆᚕがなƔっƨƨǊŴႸưƸなƘŴǋっƱ人ཋにᙻໜをƋ

ててेܭƠていƘ૾がǑƔっƨŵ 

ŬδᇜƷႆᚕをʖेするにƸŴ教材ƷขいᛠǈがᙲưƋるŵ 

「ᒣ場想ᐃ問答㞟」とは…

中心場面で活発に㆟ㄽが㐍ࢇでいくよう、児童生徒のさまࡊまな発言に対応

できるような補助発問ࡸ問い㏉し・切ࡾ㏉しを想ᐃしたࡶの。「ከ面的・ከゅ的

に考える」場面ࡸ「自ᕫをぢつめて考える」場面をタᐃし、道徳的価値につい

て深く考えることができるようなᤵᴗ࡙くࡾをめࡊします。

ࢺ࣏ࣥ

予想される児童

の発言を４つに

分㢮

ƀž ᛅݣ ſをᡫƠてδᇜဃࢻƱƱǋにᎋƑる道徳ƷಅƮƘǓ᳸લಅをᡫƠて᳸Ɓ

ᲢҤƋǘơࠊᇌᙱɶఄܖȷᙱ࣓ჷఄܖݱȷฬఄܖݱȷᠼ፦ఄܖݱȷఄܖݱࠌƷӕኵᲣ 

ƂલಅにǑるբいᡉƠƷ౨ᚰƃ 

教 材 Ӹ  ƀǘƨƠƷᩌޛࢠƁᲢ出χᲴτࡉ༿道徳教Ꮛиᛠஜž࣎ƖǒǊƘſᲣ 
ϋܾႸ  自ग़ᜱ D-(20) 
ƶ ǒ い  ƓơいƪǌǜƔǒᩌޛࢠƷ自ƷᛅをᎥƖŴ道徳的に҄٭する主 

人公をᡫƠてŴ自Ʒ፦ƠƞǍすƹǒƠƞにज़ѣƠŴ自Ǎѣౡ 
ཋをٻЏにƠǑƏƱする道徳的ܱោॖഒƱ७ࡇをᏋてるŵ 

ƂௐƱਦݰƷȝǤȳトƃᲢŨௐ ŬਦݰƷȝǤȳトᲣ 

ŹલಅをጮǓᡉƠᘍƏƜƱにǑǓŴδᇜဃࢻƷᎋƑをǑǓขǊるƨǊにஊ 
јなžբいᡉƠſをŴδᇜဃࢻႸዴưᎋƑるƜƱがưƖŴ教ՃƷǹǭȫǢȃȗ 
をるƜƱがưƖƨŵ 

ŬલಅをᘍってಅにᐮǜƩがŴܱᨥƷಅưƸŴ自をܣる૾ඥに᧙す 
るॖᙸƹƔǓにኳڼƠŴžբいᡉƠſがᢘЏưないئӳǋƋっƨŵಅƷɶưŴ 
δᇜဃࢻにž˴をᎋƑƞƤƨいƷƔſをࠝにǋƪŴᢘЏなႆբǍžբいᡉƠſ
をƠなけǕƹなǒないŵ 

ᑠᏛᰯでは༢Ꮫ⣭がከいため、Ꮫ⣭の児童生徒との事๓ᤵᴗが⾜いにく

いので、教ဨが児童生徒ᙺになってᶍᨃᤵᴗを⾜い、発問ࡸ問い㏉しについ

て᳨ドし、ᤵᴗᨵၿにྲྀࡔࢇ⤌ࡾ。

ܱោ事̊  

授業者役 児童役 

【中心発問】 

あい子は、どんな思いで「私が

大きくなっても、花も木も鳥も

動物もたくさんいる今のまま

の山にしたいな。」と言ったの

でしょう。 

 

 

素晴らしい山ってどんな山？ 

 

 

 

どんな山を見せたいの？ 

       

 

 

 

 

どうしてそう思ったのかな？ 

 

 

 

 

 

T1：今まで何も考えずに花を平

気で摘んでしまっていたけ

ど、もうやめよう。 

T2：今とかわらないでほしい。 

T3：ずっとすばらしい山であっ

てほしい。 

 

T3：自然がいっぱいある山。虫

や生き物がたくさんいる山。 

T4：自分の子どもにも見せたい。 

 

 

T4：自然がいっぱいある山。動

物がいる山。虫がたくさんい

る山。 

 

T5：自分たちの子どもにも雪彦

山の自然のよさを見せてあげ

られるように大切に守ってい

きたいと思ったから。    

「～ほしい。」とい
う他人事のような
考えから広がらな
い。 
→あい子の言葉は
児童に読ませては
どうか。 

この問い返しで
は、1つ目の「素晴
らしい山とはどん
な山？」と同じ答
えが返ってくるの
で、「問い返し」を
変更してはどう
か。 
→「どうしてそう
思ったのかな？
（理由）」 

自然を大切にし
たいという思い
に触れることが
できる。 

模擬授業をうけての修

正点や期待できる効果 
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ᲢᲭᲣƶǒいƷଢᄩ҄

ಅに࢘ƨってƸŴžƜƷ᧓ưδᇜဃࢻに˴をᎋƑƞƤるƔſƱいƏƶǒい

をଢᄩにするƜƱがᏁᙲưすŵୱଭなƶǒいưƸŴδᇜဃࢻが˴をܖǜƩƷƔ

ܱज़ưƖないཞඞưಅがኳǘってƠǇƏƜƱがࢮŷにƠてƋǓǇすŵƜƷ

᧓にƲƏいっƨܖ፼ѣをޒƠŴ˴をƶǒっているƷƔをଢᄩ҄ȷφ˳҄Ơ

てಅにᐮǉƜƱが൭ǊǒǕǇすŵ 

Ტஜ૰ᳪ�ᲭƷ教材分析シート žᲱ ƶǒいſᲣ 

 ※ϋܾႸを教材ƱኽƼ˄けてƶǒいをφ˳的にᎋƑǇƠǐƏŵ 

をᏋてるŵ

（Ｂ）ϋܾႸሁƔǒᢘЏに৷Ɩ出すŵ

（Ｃ）道徳ࣱƷᜂಮႻᲢ道徳的ЙૺщŴ道徳的࣎ऴŴ道徳的ܱោॖഒƱ७

ᲣƷいƣǕƔをλǕるŵࡇ

Ƃ主᫆ᚨܭƷྸဌƃ 

Ź道徳的価値にƭいて

ƷᚇໜſをƠっƔǓƱᛠǈŴಅưδݰᙲ᪸ᚐᛟƷžϋܾႸƷਦݰ፼ਦܖ 

ᇜဃࢻがᎋƑるǂƖ道徳的価値をҗ分にྸᚐするŵ  

ŹδᇜဃࢻƷܱ७

ƷᚇໜſをӋᎋにƠŴ主᫆Ʊ᧙ᡲするݰᙲ᪸ᚐᛟƷžϋܾႸƷਦݰ፼ਦܖ

δᇜဃࢻƷܱ७をਵƑるŵ 

Ź教材にƭいて

 教材ƷཎឋǍӕǓৢƏॖをଢᄩにするŵ 

ŹਦݰにƋƨって

  ƶǒいにᡐるƨǊにਦݰϋܾǍਦ૾ݰඥにƭいてŴಅᎍƷᎋƑをଢǒƔ

にƠŴƜƷಅưᎋƑるƜƱをφ˳҄するŵ 

（Ａ）教材Ʒဇをቇにᘙᚡするŵ

ƠǑƏƱする

Ტ道徳的に҄٭するᲣ主なႇئ人ཋをᡫƠてŴ

ƶǒい 

ᲢᲮᲣδᇜဃࢻƷ道徳的ᜂ価値Ʒྸᚐ

道徳的価値ƱƸŴ 

道徳的ᜂ価値にƭいてƷྸᚐをؕにするƱƸŴ 

δᇜဃࢻƷ道徳的ᜂ価値Ʒྸᚐにƭいてܱ७を৭੮するにƸŴ 

ǑǓǑƘဃƖるƨǊに࣏ᙲƱƞǕるǋƷưƋǓŴ人᧓ƱƠてƷנǓ૾

ǍဃƖ૾ƷᄽƱなるǋƷưすŵ 

道徳ᅹˌٳƷ教ᅹƷئӳŴؕஜ的にδᇜဃࢻƸŴಅをڼǊ

るໜưƸŴƦƷಅưܖƿϋܾにƭいてŴǇƩჷǒないཞ७

ưすŵƦƠてಅをᡫƠてྸᚐƠていƖǇすŵ 

ƱƜǖが道徳ᅹưƸŴಅڼໜưŴ道徳的なƜƱƸ自分

なǓにすưにჷっていǇすŵž道徳的ᜂ価値にƭいてƷྸᚐをؕ

にſƱƸŴδᇜဃࢻがすưに˳᬴的にჷっているƜƱをؕに

ಅをᘍƏƱいƏƜƱưすŵᲢಅᎍにǑるɟ૾的な教ƑᡂǈǍ価

値ƷƠ˄けをƠないƱいƏƜƱưすŵᲣ 

δᇜဃࢻが道徳的ᜂ価値にƭいてƲƷᆉྸࡇᚐƠているƔƸŴ 

Ǣ δᇜဃࢻƷଐࠝဃƷಮ܇ 

Ǥ 道徳ᅹƷಅɶƷႆᚕ 

Ǧ ਰǓᡉǓシートሁƷᚡᡓ 

なƲƔǒ৭੮ƠǑƏƱするƜƱがٻЏưすŵƦƷ˂ŴǢȳǱートにǑって৭੮

するƜƱǋᎋƑǒǕǇすŵƨƩƠŴǢȳǱートをƱるئӳにƸŴδᇜဃࢻƷ道

徳的ᜂ価値Ʒžྸᚐſを৭੮ưƖるǋƷにするƜƱがٻЏưすŵ 

̊ƑƹŴžӐऴŴ̮᫂ſƷ教材を̅ってಅをᘍƏЭにŴ 

ƱいƏǑƏにŴ道徳的価値Ʒྸᚐを৭੮ưƖるǋƷにƠなけǕƹなǓǇƤǜŵ

ɶܖဃにܖݱဃƱӷಮƷբいをするƜƱにǑってŴƲƷᆉࡇǇư道徳的ᜂ価

値ƷྸᚐがขǇっているƔをൔ᠋するƜƱǋᎋƑǒǕǇすŵ

žӐƩƪってƲƏいƏ人なƷƔなᲹſ 

žӐऴってƲƏいƏǋƷᲹſ
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ᲢᲭᲣƶǒいƷଢᄩ҄

ಅに࢘ƨってƸŴžƜƷ᧓ưδᇜဃࢻに˴をᎋƑƞƤるƔſƱいƏƶǒい

をଢᄩにするƜƱがᏁᙲưすŵୱଭなƶǒいưƸŴδᇜဃࢻが˴をܖǜƩƷƔ

ܱज़ưƖないཞඞưಅがኳǘってƠǇƏƜƱがࢮŷにƠてƋǓǇすŵƜƷ

᧓にƲƏいっƨܖ፼ѣをޒƠŴ˴をƶǒっているƷƔをଢᄩ҄ȷφ˳҄Ơ
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ᲢᲯᲣ道徳ᅹƷϋܾႸにƭいてƷྸᚐ

 ಅನेƷᨥŴݱȷɶܖఄܖ፼ਦݰᙲ᪸ᚐᛟžཎКƷ教ᅹ 道徳ዻſᲢˌɦŴ

ᙲ᪸ᚐᛟƱいƏŵᲣをƠっƔǓᛠǉƜƱưŴϋܾႸにԃݰ፼ਦܖఄܖȷɶݱ

ǇǕる道徳的価値をྸᚐưƖŴಅƷɶưžݣᛅ的なܖƼſをขǊるƜƱにƭ

なƛǒǕるƱᎋƑǒǕǇすŵ 

̊ƑƹŴžӐऴŴ̮᫂ſƷ教材を̅ってಅをᘍƏƱƖŴƀܖఄܖݱ፼ਦݰᙲ

᪸ᚐᛟƁƷᳪ��᳸�7 にƸŴɦᚡƷǑƏにᅆƞǕていǇすŵ 

Ꮫ⩦ᣦᑟせ㡿ゎㄝのぢ方②

ෆᐜ㡯┠ࢆᴫほࡶࡿࡍෆᐜ㡯┠

のయീࢆᢕᥱࠋࡍࡲࡋ

※ᣦᑟすき内容項目をᤵᴗ⪅の⤒㦂ࡸ

▱㆑ࡔけに㢗らࡎ、内容項目のᴫせを

⌮ゎして࠾きましࡻう。�

Ꮫ⩦ᣦᑟせ㡿ゎㄝのぢ方③

ඣ❺⏕ᚐの≉㉁ࡸのᏛᖺのⓎ㐩ẁ㝵ࡑ

ࠋࡍࡲき࡛ࡀࡇࡿ࠼ᤊࢆ

Ꮫ⩦ᣦᑟせ㡿ゎㄝのぢ方①

ෆᐜ㡯┠のⓎᒎᛶࢆ♧

ࠋࡍࡲ࠸࡚ࡋ

ܱោ事̊  

ƀܖ፼ਦݰᙲ᪸ᚐᛟž ਦݰƷᙲໜ ſをྸᚐƠƨјௐ的なႆբƁ ᲢɤဋࠊƷӕኵᲣ 

主  ᫆ 自ဌƱᝧ˓ ÜᲢᲫᲣ 

教 材 Ӹ ƀƏƹǘǕƨ自ဌƁᲢ出χᲴžᅶƨƪƷ道徳ſఄܖݱʞȷρ࠰Უ 

ƶ ǒ い 自ဌをٻЏにするƱƱǋにŴ自ࢷƷችᅕǍƦǕにˤƏᝧ˓をٻЏに 

ƠǑƏƱする道徳的࣎ऴをᏋてるŵ 

ᲢಅನेᲣ 

ᲢಅをਰǓᡉってᲣ 

ܱᨥƷಅưƸŴӐᢋƷᎋƑる自ဌƱ自分ƷᎋƑる自ဌをൔ᠋ƞƤながǒŴ

žஜ࢘にƦƏᚕƑるƷƩǖƏƔſŴžᇌئが٭ǘってǋƦƏᚕƑるƷƔſなƲŴžբ

いᡉƠſにǑってŴδᇜに自ࢷ的ưᝧ˓ƷƋるᘍѣをするƜƱƷॖԛをǑǓข

ƘᎋƑƞƤるƜƱがưƖƨŵ 

ᑠᏛᰯᏛ⩦ᣦᑟせ㡿ゎㄝ� p29�

࠙ᑠᏛᰯ➨ 5 Ꮫᖺཬࡧ➨ 6 Ꮫᖺࠚ

「自⏤と自分ᡭとの㐪いࡸ、自⏤ࡔ

からこࡑできることࡑࡸのよさを考

えたࡾして、自⏤な考えࡸ⾜ືのࡶつ

意ࡑࡸの切さを実ឤできるよう

にすることが切で࠶る。」

ᣦᑟ⪅が児童の発言を、ねらいとする道徳的価値との⧅がࡾを意㆑し

て、適切に問い㏉すためには、教材にྵまれる道徳的価値についてのᣦ

ᑟ⪅の深い⌮ゎがḞかࡏない。ࡑのために、Ꮫ⩦ᣦᑟせ㡿ゎㄝの記㍕を

༑分に読ࡾྲྀࡳ、内容項目の発ᒎ性ࡸ≉㉁ཬࡧ発㐩ẁ㝵などと㛵㐃࡙け

て発問を考える。

ႆբ 

ž自ဌƱ自分ѨƱƸŴ

˴がᢌƏƷƔŵſ

中ᏛᰯᏛ⩦ᣦᑟせ㡿ゎㄝ� p27�

「自ら考え、判断し、自⏤な意ᚿにᇶ

࡙いてỴᐃし、ࡑれに対して㈐௵をࡶ

たなけれࡤならないことを実ឤさࡏ

るᚲせが࠶る。」

㛵㐃

上記の発問から児童が、「き

まࡸ「ࡾ「࣮ࣝࣝ」のこと

に言ཬすることが予想され

るため、ୗ記の「問い㏉し」

を準備した。

բいᡉƠ 

žȫーȫưƠƹǒǕている

Ʒに自ဌƱᚕƑるƷƔŵſ

ポイント 

『中学校学習指導要領

解説』を手掛かりにする

ことが大切です！
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3

ᲢᲫᲣ教材੩ᅆƷپ

 δᇜဃࢻが教材Ʒϋܾをҗ分にƭƔǉƜƱがưƖǕƹŴƋǒすơをǇƱǊƨ

ǓŴኬƔなբいをいƘƭǋ出ƠƨǓするƜƱƸɧᙲになるƨǊŴɶ᩿ئ࣎ưƷ

 ᛅにǑってขƘᎋƑる᧓をᄩ̬するƜƱがưƖǇすŵݣ

 教材にƸŴž૨܌教材ſŴž᪦٣教材ſŴžପ教材ſがƋǓǇすŵƦƷ教材Ʒ

ཎࣉƸˌɦƷƱƓǓưすŵ 

ᲢᲬᲣžբいᡉƠſƷپ

ᛅưဃƖ૾にƭいてƷᎋƑをขǊるƨǊにƸŴಅᎍƷᢘЏなžբいᡉƠſݣ

が൭ǊǒǕǇすŵƲǜなƱƖにžբいᡉƠſをすǕƹǑいƔᎋƑてǈǇƠǐƏŵ

̊ƑƹŴഏƷǑƏなƱƖがᎋƑǒǕǇすŵ 

  ƜƷ˂にŴδᇜဃࢻƔǒီなるᲬƭˌɥƷᎋƑが出ƞǕƨئӳにƸŴಅᎍƸ

ƦǕƧǕƷᇌئをƠっƔǓӖけഥǊŴδᇜဃࢻがᛇƠƘॖᙸをႆᚕưƖるǑƏ

にžբいᡉƠſをするƜƱがٻЏưすŵ 

ŨႆᚕƷॖをଢᄩ҄ƞƤƨいƱƖ

ŹƞǒなるᎋƑをᎥƖƨいƱƖ

ŹᎋƑをขǊƨいƱƖ

ŹᎋƑを࠼ƛƨいƱƖ

ŹƶǒいにᡐǓƨいƱƖ

ሗ㔞 ૨܌教材 ＜ ᪦٣教材 ＜ ପ教材 

ീຊ ૨܌教材 ＞ ᪦٣教材 ＞ ପ教材

žբいᡉƠſƷЭにŴǇ

ƣƸžӖܾſưすŵ 

žբいᡉƠſがբいᛄǊ

になǒないǑƏにදॖƠ

ǇƠǐƏŵ 

【授業場面】「対話的な学び」により考えを深める指導方法の工夫

教材੩ᅆƸŴପŴ᪦٣Ŵ૨܌ƷにδᇜဃࢻがࢽるऴإƸݲなƘなってい

ƖǇすŵƦƷ分ŴδᇜဃࢻƷेщが࣏ᙲになǓǇすŵ 

ဃኺ᬴Ʒݲない˯࠰ܖδᇜにƱってेщをᙀƏƨǊにஊјなପǋŴ᭗

ಮなज़ơ૾ǍᎋƑ૾が出にƘٶưƸପにƱǒǘǕてŴƔƑってఄܖǍɶ࠰ܖ

いئӳがƋるƜƱにǋသॖするƜƱが࣏ᙲưすŵಅにƓいてŴδᇜဃࢻが教

材に੨ƔǕƨ᩿ئを自分Ʒኺ᬴Ǎ˳᬴をǋƱにेщᝅƔに思い੨ƘƜƱƸ

ᙲなƜƱưすŵ 

ƀ᩷ƷᧉƁᲢ出χᲴᓎ൷ݎ ˺ƀऍƷ૾ࢬにƁǑǓᲣϋܾႸᲾ-Ტ21Უ

ᎍಅࢫᇜδࢫ

ܱʂяƸƲƏƠてʕෙをૹǒなƔっƨƷƔᲹ 

ƔƨƖưなƘなっƨŵƔƨƖƸ事ܱưƠǐƏᲹ˴ưƔƨƖ
ưなƘなっƨᲹ 

なǜưᲹ 

ƜǕにሉƑてƘǕる人いǇƤǜƔᲹŵ 

ൈƠてƸいけないנ܍ŵいいƜƱᚕƏƶŵ 

ƲƏƠてᲹ 

なǜưなっƨᲹ 

ƲƏƠてૹǒなƔっƨƷᲹ 

すがすがƠいŴƲƏいƏƜƱᲹ 

 ᲹעؾがƖǕいになっƨŵऌǈƭǒǈưなƘᢌƏ࣎

ஊᩊいǋƷŴいいᚕᓶǍƶŵ人ưƸないŵ 

ƲƏƠてૹǒなƔっƨᲹ 

˴ưʕෙƸǓዓけƨᲹ 

ᏮዴするけƲŴ˴ưʕෙƸǓዓけƨᲹ 

ႏŴƦƏ思ってƨǜưƠǐᲹ˴ưƦǕを 21 ǋǍǓዓけ࠰
るƜƱがưƖƨᲹ 

फいƜƱをƠてƖƨŵ自分がဃƖてƖƨॖԛがǄƠƔっƨŵ

ჇܱってƜƱがいいưすƶŵ 

覚थをज़ơǇすƶŵ 

ရǕŴưƋるʕෙにရǕをৼいƨŵƦǕưૹǒなƔっƨŵ















Ჽ

Ჽ

Ჽ

Ჽ

Ჾ

Ჾ

Ჿ

᳀

᳁

᳂

᳃

᳄

ƔƨƖをƱǓƨƔっƨʕෙưƸなƘなっていƨŵ 

ऌǈがなƘなるŵ 

ȷȷȷȷȷȷȷŵ 

ऌǈǋƋっƨƷưすがŴžऌǈſ＜ᲢݱなǓᲣžʕෙƷᑣ࣎ſŵ
ൈƠてƸいけないנ܍にŵ 

ʿにᙸƑƨŵଥƷʕෙƱƸᢌƏŵࢸǖにήがᙸƑるŵƜǕ
がٻƖƘなっƨŵ 

ʿをൈƠƨǒȐȁがƋƨるŵ 

ܱʂяƸʕෙƷƜƱがڤƖになっƨŵग़ऴがᙸƑƨŵ 

ܱʂяƸऌǈがෞƑてŴすがすがƠƘなっƨŵ 

ᠲいᒊƠい思いがෞƑƨƜƱư࣎がƖǕいになっƨŵ 

ஊᩊいǋƷに出会ƑƨƱƖƷշƼŵ 

ဃƖʿになっƨƱ思っƨŵ 

ʕෙƸႻ࢘Ʒ人をൈƠƨŵരƱӼƖӳっていƨŵʻŴ自
分ƷƠƨƜƱưဃƖる人がいるŵƦǕにൢƮいƨŵ 

ɟƭƸমठᲢƟǜƛᲣŵƨƘƞǜƷ人をൈƠてƖƨ自分に
ήଢがᙸƑるƱƠƨǒŴ人ƷဃƖるに᧙ǘるƜƱŵ 

ᆭがないƱ人がരƵŵԡをƑるŵ 

自分がဃƖていƨॖԛがǄƠƔっƨŵ 

人ƷໝƱƔưƸなƘてჇܱŵ人᧓ƷჇܱを൭ǊるۋŵƖる
ƜƱƸჇܱをൈすƜƱになるŵ 

ƨƘƞǜƷ人ƷԡをƏᆭをるƜƱがưƖŴဃƖている
ɭƷɶưŴ自分Ʒנ܍をᛐǊるƷưなƘŴƱƠて̲ಅƷ
ɟƭƱƠてരにئをᙸƭけƨŵʕෙƸဃƖǑƏなǜて思
っていないŵരをऀǕていない人にࣨいǋƷƸないŵܱʂ
яƸŴଢ଼いᆭưࣞʿをƑているʕෙƷۋをǈてŴܼをϐ
ᐻƠǑƏŴƔƨƖをӕǖƏŴƱいƏ自分ƷМႩƩけưŴʕ
ෙをෞすƜƱがưƖないŵܱʂяƸࢸƣƞǓするƠƔな
いŵʕෙƸ人をяけるƨǊưなƘŴҥに̲ᘍをܦƞƤǑ
ƏƱƠƨŵ 

Ǆǅӷơŵᚕᓶを٭ƑるƱဃƖるƜƱ自˳が自Ŵഒが
ƋるŵすǂてƦǕを๒するŵƦǕがፕ๒ǅƠŵဃƖてい
るƜƱ自˳をになってǋᚩƤないŵるƜƱが自分を
๒するƜƱにᡶǜƩŵ 

ǑƘ˩ているがŴؓბがなƘなっƨŵǓዓけているƏ
ƪにになってჽをǓዓけるŵƦǕにܱʂяƸရᲢƓ
ƦᲣǕをৼいƨŵ

ŧžբいᡉƠſƷɟ̊Ტ教ՃにǑるલಅǑǓᲣ

ɥᚡƷžբいᡉƠſ̊Ǎ R��᳸�0 Ʒܱោ事̊をӋᎋにƠてپƠǇƠǐƏŵ 
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ᲢᲫᲣ教材੩ᅆƷپ

 δᇜဃࢻが教材Ʒϋܾをҗ分にƭƔǉƜƱがưƖǕƹŴƋǒすơをǇƱǊƨ

ǓŴኬƔなբいをいƘƭǋ出ƠƨǓするƜƱƸɧᙲになるƨǊŴɶ᩿ئ࣎ưƷ

 ᛅにǑってขƘᎋƑる᧓をᄩ̬するƜƱがưƖǇすŵݣ

 教材にƸŴž૨܌教材ſŴž᪦٣教材ſŴžପ教材ſがƋǓǇすŵƦƷ教材Ʒ

ཎࣉƸˌɦƷƱƓǓưすŵ 

ᲢᲬᲣžբいᡉƠſƷپ

ᛅưဃƖ૾にƭいてƷᎋƑをขǊるƨǊにƸŴಅᎍƷᢘЏなžբいᡉƠſݣ

が൭ǊǒǕǇすŵƲǜなƱƖにžբいᡉƠſをすǕƹǑいƔᎋƑてǈǇƠǐƏŵ

̊ƑƹŴഏƷǑƏなƱƖがᎋƑǒǕǇすŵ 

  ƜƷ˂にŴδᇜဃࢻƔǒီなるᲬƭˌɥƷᎋƑが出ƞǕƨئӳにƸŴಅᎍƸ

ƦǕƧǕƷᇌئをƠっƔǓӖけഥǊŴδᇜဃࢻがᛇƠƘॖᙸをႆᚕưƖるǑƏ

にžբいᡉƠſをするƜƱがٻЏưすŵ 

ŨႆᚕƷॖをଢᄩ҄ƞƤƨいƱƖ

ŹƞǒなるᎋƑをᎥƖƨいƱƖ

ŹᎋƑをขǊƨいƱƖ

ŹᎋƑを࠼ƛƨいƱƖ

ŹƶǒいにᡐǓƨいƱƖ

ሗ㔞 ૨܌教材 ＜ ᪦٣教材 ＜ ପ教材 

ീຊ ૨܌教材 ＞ ᪦٣教材 ＞ ପ教材

žբいᡉƠſƷЭにŴǇ

ƣƸžӖܾſưすŵ 

žբいᡉƠſがբいᛄǊ

になǒないǑƏにදॖƠ

ǇƠǐƏŵ 

【授業場面】「対話的な学び」により考えを深める指導方法の工夫

教材੩ᅆƸŴପŴ᪦٣Ŵ૨܌ƷにδᇜဃࢻがࢽるऴإƸݲなƘなってい

ƖǇすŵƦƷ分ŴδᇜဃࢻƷेщが࣏ᙲになǓǇすŵ 

ဃኺ᬴Ʒݲない˯࠰ܖδᇜにƱってेщをᙀƏƨǊにஊјなପǋŴ᭗

ಮなज़ơ૾ǍᎋƑ૾が出にƘٶưƸପにƱǒǘǕてŴƔƑってఄܖǍɶ࠰ܖ

いئӳがƋるƜƱにǋသॖするƜƱが࣏ᙲưすŵಅにƓいてŴδᇜဃࢻが教

材に੨ƔǕƨ᩿ئを自分Ʒኺ᬴Ǎ˳᬴をǋƱにेщᝅƔに思い੨ƘƜƱƸ

ᙲなƜƱưすŵ 

ƀ᩷ƷᧉƁᲢ出χᲴᓎ൷ݎ ˺ƀऍƷ૾ࢬにƁǑǓᲣϋܾႸᲾ-Ტ21Უ

ᎍಅࢫᇜδࢫ

ܱʂяƸƲƏƠてʕෙをૹǒなƔっƨƷƔᲹ 

ƔƨƖưなƘなっƨŵƔƨƖƸ事ܱưƠǐƏᲹ˴ưƔƨƖ
ưなƘなっƨᲹ 

なǜưᲹ 

ƜǕにሉƑてƘǕる人いǇƤǜƔᲹŵ 

ൈƠてƸいけないנ܍ŵいいƜƱᚕƏƶŵ 

ƲƏƠてᲹ 

なǜưなっƨᲹ 

ƲƏƠてૹǒなƔっƨƷᲹ 

すがすがƠいŴƲƏいƏƜƱᲹ 

 ᲹעؾがƖǕいになっƨŵऌǈƭǒǈưなƘᢌƏ࣎

ஊᩊいǋƷŴいいᚕᓶǍƶŵ人ưƸないŵ 

ƲƏƠてૹǒなƔっƨᲹ 

˴ưʕෙƸǓዓけƨᲹ 

ᏮዴするけƲŴ˴ưʕෙƸǓዓけƨᲹ 

ႏŴƦƏ思ってƨǜưƠǐᲹ˴ưƦǕを 21 ǋǍǓዓけ࠰
るƜƱがưƖƨᲹ 

फいƜƱをƠてƖƨŵ自分がဃƖてƖƨॖԛがǄƠƔっƨŵ

ჇܱってƜƱがいいưすƶŵ 

覚थをज़ơǇすƶŵ 

ရǕŴưƋるʕෙにရǕをৼいƨŵƦǕưૹǒなƔっƨŵ
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ƔƨƖをƱǓƨƔっƨʕෙưƸなƘなっていƨŵ 

ऌǈがなƘなるŵ 

ȷȷȷȷȷȷȷŵ 

ऌǈǋƋっƨƷưすがŴžऌǈſ＜ᲢݱなǓᲣžʕෙƷᑣ࣎ſŵ
ൈƠてƸいけないנ܍にŵ 

ʿにᙸƑƨŵଥƷʕෙƱƸᢌƏŵࢸǖにήがᙸƑるŵƜǕ
がٻƖƘなっƨŵ 

ʿをൈƠƨǒȐȁがƋƨるŵ 

ܱʂяƸʕෙƷƜƱがڤƖになっƨŵग़ऴがᙸƑƨŵ 

ܱʂяƸऌǈがෞƑてŴすがすがƠƘなっƨŵ 

ᠲいᒊƠい思いがෞƑƨƜƱư࣎がƖǕいになっƨŵ 

ஊᩊいǋƷに出会ƑƨƱƖƷշƼŵ 

ဃƖʿになっƨƱ思っƨŵ 

ʕෙƸႻ࢘Ʒ人をൈƠƨŵരƱӼƖӳっていƨŵʻŴ自
分ƷƠƨƜƱưဃƖる人がいるŵƦǕにൢƮいƨŵ 

ɟƭƸমठᲢƟǜƛᲣŵƨƘƞǜƷ人をൈƠてƖƨ自分に
ήଢがᙸƑるƱƠƨǒŴ人ƷဃƖるに᧙ǘるƜƱŵ 

ᆭがないƱ人がരƵŵԡをƑるŵ 

自分がဃƖていƨॖԛがǄƠƔっƨŵ 

人ƷໝƱƔưƸなƘてჇܱŵ人᧓ƷჇܱを൭ǊるۋŵƖる
ƜƱƸჇܱをൈすƜƱになるŵ 

ƨƘƞǜƷ人ƷԡをƏᆭをるƜƱがưƖŴဃƖている
ɭƷɶưŴ自分Ʒנ܍をᛐǊるƷưなƘŴƱƠて̲ಅƷ
ɟƭƱƠてരにئをᙸƭけƨŵʕෙƸဃƖǑƏなǜて思
っていないŵരをऀǕていない人にࣨいǋƷƸないŵܱʂ
яƸŴଢ଼いᆭưࣞʿをƑているʕෙƷۋをǈてŴܼをϐ
ᐻƠǑƏŴƔƨƖをӕǖƏŴƱいƏ自分ƷМႩƩけưŴʕ
ෙをෞすƜƱがưƖないŵܱʂяƸࢸƣƞǓするƠƔな
いŵʕෙƸ人をяけるƨǊưなƘŴҥに̲ᘍをܦƞƤǑ
ƏƱƠƨŵ 

Ǆǅӷơŵᚕᓶを٭ƑるƱဃƖるƜƱ自˳が自Ŵഒが
ƋるŵすǂてƦǕを๒するŵƦǕがፕ๒ǅƠŵဃƖてい
るƜƱ自˳をになってǋᚩƤないŵるƜƱが自分を
๒するƜƱにᡶǜƩŵ 

ǑƘ˩ているがŴؓბがなƘなっƨŵǓዓけているƏ
ƪにになってჽをǓዓけるŵƦǕにܱʂяƸရᲢƓ
ƦᲣǕをৼいƨŵ

ŧžբいᡉƠſƷɟ̊Ტ教ՃにǑるલಅǑǓᲣ

ɥᚡƷžբいᡉƠſ̊Ǎ R��᳸�0 Ʒܱោ事̊をӋᎋにƠてپƠǇƠǐƏŵ 
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 学習活動 主な発問と予想される生徒の反応 指導上の留意点、問い返し 

 

 

 

 

展 

 

 

 

 

 

 

 

 

開 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「生きること」 

について正

面から向き合

う裕介の気持

ちを考える。 

生徒の反応を 

予想して分類 

する 

 

きみばあちゃん

の行為に対する

感謝の気持ち 

 

 

 

 

    

これまでの自 

分の生き方を 

振り返る 

 

 

 

 

 

 

 

これからの生 

き方について 

考える 

 

裕介はきみばあちゃんの手をぐっと 

握りしめてどんなことを考えていたの 

だろう。 

 

予想される生徒の反応 

【（１）相手（きみばあちゃん）に対して】 

・淡窓の話を聞かせてくれてありがと 

う。 

・大切なことに気づかせてくれてありが 

とう。 

 

 

【（２）自分自身に対して】 

・病気に負けてはいけない。 

・自分は甘えていた。 

・体調のことを理由にしてはいけない。 

・愚痴や恨み言を言っていても仕方 

ない。 

・自分で可能性を奪ってしまっていた。 

・苦しいのは自分だけではない。 

・同じような境遇でも淡窓と自分は生き 

方の中身が違う。 

 

 

【（３）これからの生き方について】 

・淡窓のように生きてみたい。 

・一生懸命、真剣に生きたい。            

・淡窓になれなくても自分なりにやれる 

ことはやってみよう。 

・精一杯生きることはなんて素晴らしい

のだろう。 

 

裕介と淡窓の生き方はどう違う 

のでしょう。  

 

淡窓のどのような生き方が素敵 

なのでしょう？ 

 

 

 

・広瀬淡窓の話を聞き前向

きな思いへ変わっていく

裕介の心情を捉えさせる。       

〈問い返しの例〉 

※番号は分類 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・淡窓の話で何に気づいた 

のですか？ 

・大切なことはどんなこと 

ですか？       ① 

・こんなに大変な思いを

していても負けてはい

けないということです

か？       ③ 

・愚痴や恨みを言うとど

うなるのですか？ ② 

・裕介と淡窓の生き方は

どう違うのでしょう。      

④ 

[④主人公と助言者の 

比較で考えさせる]

 
[⑤「登場人物の素敵 

さ」を考えさせる]  

（中心発問） 

（補助発問） 

ܱោ事̊ ƀʖेƞǕるဃࢻƷӒࣖにݣするž բいᡉƠ ſƷپƁ Ტ᭗ჿࠊᇌᒰʟɶఄܖƷӕኵᲣ

ƂʖेƞǕるဃࢻƷӒࣖを分するƃ 

ᲢᲫᲣႻにݣƠてᲢज़ᜓŴᜓፕᲣ
ᲢᲬᲣ自分自៲にݣƠてᲢࢸठŴӒႾᲣ
ᲢᲭᲣƜǕƔǒƷဃƖ૾

ƂžբいᡉƠſを分するƃ 

ĬžႻƷᇌئǍൢਤƪſをᎋƑƞƤるբいᡉƠ
ăžŹŹがţţƱᚕっƨƷƸƲǜな思いƔǒưƠǐƏƔᲹſ 

žŨŨƸ˴にൢ˄いƨƷưƠǐƏƔᲹſžŨŨってƲǜなƜƱưすƔᲹſ 
ĭžᘍໝƷኽſをᎋƑƞƤるžբいᡉƠſ ăž᳸すǕƹŴƲƏなるƷƔᲹſ 
Įž出来事ƷྸဌſをᎋƑƞƤるžբいᡉƠſ ăžƲƏƠてŨŨưすƔᲹſ 
įž主人公ƱяᚕᎍƷൔ᠋ſưᎋƑƞƤるžբいᡉƠſ

ăžŹŹƱggƷᎋƑにƸƲǜなᢌいがƋるưƠǐƏƔᲹſ 
İžႇئ人ཋƷእૣƞſをᎋƑƞƤるžբいᡉƠſ

ăžŹŹƷƲǜなဃƖ૾がእૣなƷưƠǐƏƔᲹſ 

教 材 Ӹ ƀƖǈƹƋƪǌǜƷƁᲢ出χᲴžᅶƨƪƷ道徳ſɶఄܖᲣ 

ϋܾႸ ǑǓǑƘဃƖるշƼ ᲾᲧᲢᲬᲬᲣ 

ƶ ǒ い ԡƷݭƞをྸᚐƠŴƔけがƑƷないဃԡをችɟ᠗ƔƤŴǑǓǑƘဃƖ 

ǑƏƱする道徳的࣎ऴをᏋてるŵ 

ܱោ事 ž̊ဃࢻƷᎋƑをขǊるƨǊƷ բいᡉƠ ƷᆔК҄ſᲢஔ来ࠊᇌనແɶఄܖƷӕኵᲣ

教 材 Ӹ  ƀʚᡫƷኡƁ Ტ出χᲴžᅶƨƪƷ道徳ſɶఄܖᲣ 
主  ᫆  ඥǍƖǇǓƷॖ፯  C-(10) 
ƶ ǒ い  ʚᡫƷኡをӖけӕっƨΨƞǜƷžƜƷ࠰になってИǊてᎋƑƞƤǒǕる

ƜƱſをᡫƠてŴඥǍƖǇǓƷॖ፯をྸᚐƠŴƦǕǒをᡶǜưܣǓŴᙹࢷ
ƋるܭܤƠƨᅈ会ƷܱྵにѐǊǑƏƱする道徳的७ࡇを主ƱƠてᏋてるŵ

ɶႆ࣎բ 

ΨƞǜがŴžƜƷ࠰になってИǊてᎋƑƞƤǒǕるƜƱſƱƸŴƲƷǑƏなƜƱƩǖƏſ 

Ƃ事ࢸᄂ̲会ƃ 

ȷž˴ƷƨǊにžբいᡉƠſをするƷƔſをોǊてᎋƑƨŵ 

①生徒の発言は、▱っている言ⴥ（ᢳ㇟的な言ⴥ）を༑分に考えないままっているの

で、ලయ的なことを⪺くこと。

②生徒がᛮっていることを言ⴥに出すので࠶るが、ࡑの時Ⅼでは心のᗏでさえࡶᛮって

いないことを、ᘬき出し、問い㏉されてはࡌめてẼく（意㆑）ようにすること。

ȷಅᚡをᛠǈᡉƠてŴɥᚡĬĭにƭいてŴբいᡉƠƷ౨᚛Ტ3 人ǰȫーȗᲣŵɦᚡにɟᢿを̊ᅆするŵ

ƂஊјなžբいᡉƠſをᆔКƃ 

ĬྸဌǍఌਗをբƏŵžなƥƦƏ思ƏᲹſ 

ĭφ˳҄ƞƤるբいᡉƠŵžƦǕってƲƏいƏƜƱᲹſ 

ĮϋܾをᄩᛐするբいᡉƠŵžŨŨƞǜがᚕいƨƔっƨƜƱƸ᳸ơǌないƷᲹſ  

įЏǓᡉƠŵžஜ࢘にƦƏなƷƔᲹſ 

ƂသॖするƜƱƃ 

Źӈ݅にᆔКするƜƱƸᩊƠいがŴಅᚡをᙸᡉƠてŴஊјなžբいᡉƠſƷ౨᚛を

ጮǓᡉすƜƱŵ 

Ź教材をᛠǈᡂǜưŴႆբにݣするဃࢻƷӒࣖをʖेƠてแͳをƠてƓƘƜƱŵ 

ලయ

ලయ

ษࡾ㏉ࡋ

ƀ Ɓ
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 学習活動 主な発問と予想される生徒の反応 指導上の留意点、問い返し 

 

 

 

 

展 

 

 

 

 

 

 

 

 

開 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「生きること」 

について正

面から向き合

う裕介の気持

ちを考える。 

生徒の反応を 

予想して分類 

する 

 

きみばあちゃん

の行為に対する

感謝の気持ち 

 

 

 

 

    

これまでの自 

分の生き方を 

振り返る 

 

 

 

 

 

 

 

これからの生 

き方について 

考える 

 

裕介はきみばあちゃんの手をぐっと 

握りしめてどんなことを考えていたの 

だろう。 

 

予想される生徒の反応 

【（１）相手（きみばあちゃん）に対して】 

・淡窓の話を聞かせてくれてありがと 

う。 

・大切なことに気づかせてくれてありが 

とう。 

 

 

【（２）自分自身に対して】 

・病気に負けてはいけない。 

・自分は甘えていた。 

・体調のことを理由にしてはいけない。 

・愚痴や恨み言を言っていても仕方 

ない。 

・自分で可能性を奪ってしまっていた。 

・苦しいのは自分だけではない。 

・同じような境遇でも淡窓と自分は生き 

方の中身が違う。 

 

 

【（３）これからの生き方について】 

・淡窓のように生きてみたい。 

・一生懸命、真剣に生きたい。            

・淡窓になれなくても自分なりにやれる 

ことはやってみよう。 

・精一杯生きることはなんて素晴らしい

のだろう。 

 

裕介と淡窓の生き方はどう違う 

のでしょう。  

 

淡窓のどのような生き方が素敵 

なのでしょう？ 

 

 

 

・広瀬淡窓の話を聞き前向

きな思いへ変わっていく

裕介の心情を捉えさせる。       

〈問い返しの例〉 

※番号は分類 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・淡窓の話で何に気づいた 

のですか？ 

・大切なことはどんなこと 

ですか？       ① 

・こんなに大変な思いを

していても負けてはい

けないということです

か？       ③ 

・愚痴や恨みを言うとど

うなるのですか？ ② 

・裕介と淡窓の生き方は

どう違うのでしょう。      

④ 

[④主人公と助言者の 

比較で考えさせる]

 
[⑤「登場人物の素敵 

さ」を考えさせる]  

（中心発問） 

（補助発問） 

ܱោ事̊ ƀʖेƞǕるဃࢻƷӒࣖにݣするž բいᡉƠ ſƷپƁ Ტ᭗ჿࠊᇌᒰʟɶఄܖƷӕኵᲣ

ƂʖेƞǕるဃࢻƷӒࣖを分するƃ 

ᲢᲫᲣႻにݣƠてᲢज़ᜓŴᜓፕᲣ
ᲢᲬᲣ自分自៲にݣƠてᲢࢸठŴӒႾᲣ
ᲢᲭᲣƜǕƔǒƷဃƖ૾

ƂžբいᡉƠſを分するƃ 

ĬžႻƷᇌئǍൢਤƪſをᎋƑƞƤるբいᡉƠ
ăžŹŹがţţƱᚕっƨƷƸƲǜな思いƔǒưƠǐƏƔᲹſ 

žŨŨƸ˴にൢ˄いƨƷưƠǐƏƔᲹſžŨŨってƲǜなƜƱưすƔᲹſ 
ĭžᘍໝƷኽſをᎋƑƞƤるžբいᡉƠſ ăž᳸すǕƹŴƲƏなるƷƔᲹſ 
Įž出来事ƷྸဌſをᎋƑƞƤるžբいᡉƠſ ăžƲƏƠてŨŨưすƔᲹſ 
įž主人公ƱяᚕᎍƷൔ᠋ſưᎋƑƞƤるžբいᡉƠſ

ăžŹŹƱggƷᎋƑにƸƲǜなᢌいがƋるưƠǐƏƔᲹſ 
İžႇئ人ཋƷእૣƞſをᎋƑƞƤるžբいᡉƠſ

ăžŹŹƷƲǜなဃƖ૾がእૣなƷưƠǐƏƔᲹſ 

教 材 Ӹ ƀƖǈƹƋƪǌǜƷƁᲢ出χᲴžᅶƨƪƷ道徳ſɶఄܖᲣ 

ϋܾႸ ǑǓǑƘဃƖるշƼ ᲾᲧᲢᲬᲬᲣ 

ƶ ǒ い ԡƷݭƞをྸᚐƠŴƔけがƑƷないဃԡをችɟ᠗ƔƤŴǑǓǑƘဃƖ 

ǑƏƱする道徳的࣎ऴをᏋてるŵ 

ܱោ事 ž̊ဃࢻƷᎋƑをขǊるƨǊƷ բいᡉƠ ƷᆔК҄ſᲢஔ来ࠊᇌనແɶఄܖƷӕኵᲣ

教 材 Ӹ  ƀʚᡫƷኡƁ Ტ出χᲴžᅶƨƪƷ道徳ſɶఄܖᲣ 
主  ᫆  ඥǍƖǇǓƷॖ፯  C-(10) 
ƶ ǒ い  ʚᡫƷኡをӖけӕっƨΨƞǜƷžƜƷ࠰になってИǊてᎋƑƞƤǒǕる

ƜƱſをᡫƠてŴඥǍƖǇǓƷॖ፯をྸᚐƠŴƦǕǒをᡶǜưܣǓŴᙹࢷ
ƋるܭܤƠƨᅈ会ƷܱྵにѐǊǑƏƱする道徳的७ࡇを主ƱƠてᏋてるŵ

ɶႆ࣎բ 

ΨƞǜがŴžƜƷ࠰になってИǊてᎋƑƞƤǒǕるƜƱſƱƸŴƲƷǑƏなƜƱƩǖƏſ 

Ƃ事ࢸᄂ̲会ƃ 

ȷž˴ƷƨǊにžբいᡉƠſをするƷƔſをોǊてᎋƑƨŵ 

①生徒の発言は、▱っている言ⴥ（ᢳ㇟的な言ⴥ）を༑分に考えないままっているの

で、ලయ的なことを⪺くこと。

②生徒がᛮっていることを言ⴥに出すので࠶るが、ࡑの時Ⅼでは心のᗏでさえࡶᛮって

いないことを、ᘬき出し、問い㏉されてはࡌめてẼく（意㆑）ようにすること。

ȷಅᚡをᛠǈᡉƠてŴɥᚡĬĭにƭいてŴբいᡉƠƷ౨᚛Ტ3 人ǰȫーȗᲣŵɦᚡにɟᢿを̊ᅆするŵ

ƂஊјなžբいᡉƠſをᆔКƃ 

ĬྸဌǍఌਗをբƏŵžなƥƦƏ思ƏᲹſ 

ĭφ˳҄ƞƤるբいᡉƠŵžƦǕってƲƏいƏƜƱᲹſ 

ĮϋܾをᄩᛐするբいᡉƠŵžŨŨƞǜがᚕいƨƔっƨƜƱƸ᳸ơǌないƷᲹſ  

įЏǓᡉƠŵžஜ࢘にƦƏなƷƔᲹſ 

ƂသॖするƜƱƃ 

Źӈ݅にᆔКするƜƱƸᩊƠいがŴಅᚡをᙸᡉƠてŴஊјなžբいᡉƠſƷ౨᚛を

ጮǓᡉすƜƱŵ 

Ź教材をᛠǈᡂǜưŴႆբにݣするဃࢻƷӒࣖをʖेƠてแͳをƠてƓƘƜƱŵ 

ලయ

ලయ

ษࡾ㏉ࡋ

ƀ Ɓ
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ᲢᲭᲣெをဃƔすپ

 道徳ᅹưƸŴ᱅ெをဃƔƠてᛅƠӳいをᘍƏƜƱがٶƘŴெƸδᇜဃࢻに

Ʊって思ᎋをขǊるᙲなੑƔǓƱなǓŴಅᎍƷˡƑƨいϋܾをᅆƠƨǓŴ

 ಮなೞᏡをǋっていǇすŵٶǍನᡯをᅆƠƨǓするなƲŴࡀ፼Ʒܖ

 道徳ᅹưெƷೞᏡをဃƔすƨǊにᙲなƜƱƸŴ道徳的価値にӼƔƏெ

ưƋるƜƱがٻЏưすŵெƷᅆƠ૾ƱƠてƸŴɦᚡƷǋƷがᎋƑǒǕǇすŵ 

ܱោ事̊ žဃࢻƷᎋƑを分ƠƨெƷپſᲢែࠊᇌ҅ɶఄܖƷӕኵᲣ 

教 材 ӸƀɟώƷȎートƁᲢ出χᲴžᅶƨƪƷ道徳ſɶఄܖᲣ 

ϋܾႸ ܼଈग़ ᲽᲧ
��) 

ƶ ǒ い ᅑƷȎートƷǆƭǜƱにơǜƩǤȳǯƷƋƱをǈて҄٭するž΄ſ

Ʒ࣎をᎋƑるƜƱをᡫƠてŴ༵Ŵᅑ༵にग़ƷࣞをขǊŴܼଈƷ

ɟՃƱƠてƷ自覚をǋってΪܱƠƨܼଈဃをሰƜƏƱする道徳的

ܱោॖഒƱ७ࡇを主ƱƠてᏋてるŵ �※中心発問のᯈ書を抜⢋

ȷ思ᎋƷ්ǕǍࡀを的にᅆすŵ 

ȷᢌいǍٶಮƞをݣൔ的Ŵನᡯ的にᅆすŵ 

ȷɶ࣎ᢿ分をූƖᇌƨƤてᅆすŵ 

ȷᎋƑƷᢌいを分Ơてᅆすŵ   なƲ 

反┬・ᚋ（㐣ཤ）ឤㅰ（⌧ᅾ）

実践意欲（ᑗ来）

ܱោ事̊ ž思ᎋƷ්Ǖを的にᅆƠƨெſᲢьӞ߷ࠊᇌКఄܖݱࡅƷӕኵᲣ 

教材Ӹ ƀӷơː᧓ƩƔǒƁᲢ出χᲴžᅶƨƪƷ道徳ſఄܖݱɤȷׄ࠰Უ 

主 ᫆ ӐᢋƱяけӳƏ žӐऴŴ̮᫂  ÜᲢᲳᲣſ 

ƶǒい ƔƓǓƔǒƷኡを思い出ƠてŴƸっƖǓƱ自分Ʒ思いをᚕっƨƷ

Ʊǋ܇ƷൢਤƪをᎋƑるƜƱをᡫƠてŴႻƷൢਤƪをྸᚐƠяけӳ

ƏƜƱƷٻЏƞǍǑƞを᩿ٶ的ȷٶᚌ的にᎋƑŴӐᢋをƓʝいにྸᚐ

ƠŴ̮᫂ƠŴяけӳƓƏƱする道徳的ܱោॖഒをƏŵ 

③中心発問「とࡶᏊは、ᖾにどࢇな

Ẽᣢࡕで「ྠ２ࡌ⤌の௰㛫ࡷࡌない

の。」と言ったのࢁࡔうか。」

（Ꮫ⩦ᣦᑟでは）

中心発問 とࡶᏊは、ᖾにどࢇなẼᣢࡕで「ྠ２ࡌ⤌の௰㛫ࡷࡌないの。」と言ったの
。うかࢁࡔ

（⌮ゎする心） ・ගኵのつらいẼᣢࡕを分かっていなかった。

（௰㛫外れをチさない心） ・㐠ືがⱞᡭという⌮⏤で௰㛫外れにするのは࠾かしい。

・ගኵをఇまࡏてってࡶᎰしくない。

（助け合う心） 。から一⥴にᡓいたいࡔの௰㛫ࢫࣛࢡࡌྠ・

・かࡾ࠾さࢇとྠࡌẼᣢࡕにしたくない。ࢇࡳなで༠力し合いたい。

・௰㛫外れは、ᝒしむᏊがでてしまう。༠力しててるとᛮえࡤてる。

補助発問①㸸とࡶᏊのࡕたいẼᣢࡕはなくなったの。

・ࡕたいẼᣢࡕは࠶るよ。࣒࣮ࢳから外すとගኵがᝒしࡳ、自分がࡸࡶࡸࡶする。ࡳ

。㐩成ឤがṧるよࡤなで㡹ᙇれࢇ

・ဨでࡸった方が、ࢇࡳなでࢁࡸうというẼᣢࡕがいてくるとᛮう。

補助発問②㸸なࡐ㐩のẼᣢࡕを考えたࡾ助け合ったࡾすることが切なの。

・自分ࡶගኵࡶᴦしいẼᣢࡕになれる。

・たとえ㈇けてࢫࣛࢡࡶの௰㛫で力を合ࡏࢃるとẼᣢࡕがすっきࡾするから。

・一人では、できなかったことができて、自分にຬẼがいてくるから。

②発問「かࡾ࠾からのᡭ⣬をᛮい

出して、はっとしたとࡶᏊはどࢇ

なことにẼ࡙いたのࢁࡔう。」

①発問「㏉事にᅔったとࡶᏊは、

どࢇなことを考えているࢁࡔう。」

մ発問「⦎⩦ᚋのとࡶ

Ꮚは、人にどࢇな言

ⴥをかけたࢁࡔう。」
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ᲢᲭᲣெをဃƔすپ

 道徳ᅹưƸŴ᱅ெをဃƔƠてᛅƠӳいをᘍƏƜƱがٶƘŴெƸδᇜဃࢻに

Ʊって思ᎋをขǊるᙲなੑƔǓƱなǓŴಅᎍƷˡƑƨいϋܾをᅆƠƨǓŴ

 ಮなೞᏡをǋっていǇすŵٶǍನᡯをᅆƠƨǓするなƲŴࡀ፼Ʒܖ

 道徳ᅹưெƷೞᏡをဃƔすƨǊにᙲなƜƱƸŴ道徳的価値にӼƔƏெ

ưƋるƜƱがٻЏưすŵெƷᅆƠ૾ƱƠてƸŴɦᚡƷǋƷがᎋƑǒǕǇすŵ 

ܱោ事̊ žဃࢻƷᎋƑを分ƠƨெƷپſᲢែࠊᇌ҅ɶఄܖƷӕኵᲣ 

教 材 ӸƀɟώƷȎートƁᲢ出χᲴžᅶƨƪƷ道徳ſɶఄܖᲣ 

ϋܾႸ ܼଈग़ ᲽᲧ
��) 

ƶ ǒ い ᅑƷȎートƷǆƭǜƱにơǜƩǤȳǯƷƋƱをǈて҄٭するž΄ſ

Ʒ࣎をᎋƑるƜƱをᡫƠてŴ༵Ŵᅑ༵にग़ƷࣞをขǊŴܼଈƷ

ɟՃƱƠてƷ自覚をǋってΪܱƠƨܼଈဃをሰƜƏƱする道徳的

ܱោॖഒƱ७ࡇを主ƱƠてᏋてるŵ �※中心発問のᯈ書を抜⢋

ȷ思ᎋƷ්ǕǍࡀを的にᅆすŵ 

ȷᢌいǍٶಮƞをݣൔ的Ŵನᡯ的にᅆすŵ 

ȷɶ࣎ᢿ分をූƖᇌƨƤてᅆすŵ 

ȷᎋƑƷᢌいを分Ơてᅆすŵ   なƲ 

反┬・ᚋ（㐣ཤ）ឤㅰ（⌧ᅾ）

実践意欲（ᑗ来）

ܱោ事̊ ž思ᎋƷ්Ǖを的にᅆƠƨெſᲢьӞ߷ࠊᇌКఄܖݱࡅƷӕኵᲣ 

教材Ӹ ƀӷơː᧓ƩƔǒƁᲢ出χᲴžᅶƨƪƷ道徳ſఄܖݱɤȷׄ࠰Უ 

主 ᫆ ӐᢋƱяけӳƏ žӐऴŴ̮᫂  ÜᲢᲳᲣſ 

ƶǒい ƔƓǓƔǒƷኡを思い出ƠてŴƸっƖǓƱ自分Ʒ思いをᚕっƨƷ

Ʊǋ܇ƷൢਤƪをᎋƑるƜƱをᡫƠてŴႻƷൢਤƪをྸᚐƠяけӳ

ƏƜƱƷٻЏƞǍǑƞを᩿ٶ的ȷٶᚌ的にᎋƑŴӐᢋをƓʝいにྸᚐ

ƠŴ̮᫂ƠŴяけӳƓƏƱする道徳的ܱោॖഒをƏŵ 

③中心発問「とࡶᏊは、ᖾにどࢇな

Ẽᣢࡕで「ྠ２ࡌ⤌の௰㛫ࡷࡌない

の。」と言ったのࢁࡔうか。」

（Ꮫ⩦ᣦᑟでは）

中心発問 とࡶᏊは、ᖾにどࢇなẼᣢࡕで「ྠ２ࡌ⤌の௰㛫ࡷࡌないの。」と言ったの
。うかࢁࡔ

（⌮ゎする心） ・ගኵのつらいẼᣢࡕを分かっていなかった。

（௰㛫外れをチさない心） ・㐠ືがⱞᡭという⌮⏤で௰㛫外れにするのは࠾かしい。

・ගኵをఇまࡏてってࡶᎰしくない。

（助け合う心） 。から一⥴にᡓいたいࡔの௰㛫ࢫࣛࢡࡌྠ・

・かࡾ࠾さࢇとྠࡌẼᣢࡕにしたくない。ࢇࡳなで༠力し合いたい。

・௰㛫外れは、ᝒしむᏊがでてしまう。༠力しててるとᛮえࡤてる。

補助発問①㸸とࡶᏊのࡕたいẼᣢࡕはなくなったの。

・ࡕたいẼᣢࡕは࠶るよ。࣒࣮ࢳから外すとගኵがᝒしࡳ、自分がࡸࡶࡸࡶする。ࡳ

。㐩成ឤがṧるよࡤなで㡹ᙇれࢇ

・ဨでࡸった方が、ࢇࡳなでࢁࡸうというẼᣢࡕがいてくるとᛮう。

補助発問②㸸なࡐ㐩のẼᣢࡕを考えたࡾ助け合ったࡾすることが切なの。

・自分ࡶගኵࡶᴦしいẼᣢࡕになれる。

・たとえ㈇けてࢫࣛࢡࡶの௰㛫で力を合ࡏࢃるとẼᣢࡕがすっきࡾするから。

・一人では、できなかったことができて、自分にຬẼがいてくるから。

②発問「かࡾ࠾からのᡭ⣬をᛮい

出して、はっとしたとࡶᏊはどࢇ

なことにẼ࡙いたのࢁࡔう。」

①発問「㏉事にᅔったとࡶᏊは、

どࢇなことを考えているࢁࡔう。」

մ発問「⦎⩦ᚋのとࡶ

Ꮚは、人にどࢇな言

ⴥをかけたࢁࡔう。」
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ׅƷಅưƸŴಅᎍ自៲がெǍδᇜဃࢻƷज़े૨ƔǒਰǓᡉǓŴഏƷ

ಅにဃƔƠていǇすŵ 

ƞǒにŴ道徳ᅹƷಅを公するƜƱưŴӋᚇᎍƔǒяᚕをӖけƨǓŴȆǣ

ーȠȷȆǣーȁȳǰƷңщᎍなƲƔǒᚸ価をࢽƨǓするೞ会がƋǓǇすŵƦƷ

ᨥŴƋǒƔơǊໜƱするᚸ価ႸをᚨけてƓƘƱφ˳的なȕǣーȉȐȃǯが

をƭƘってؾǒǕǍすƘなǓǇすŵǇƨŴ୍െƔǒƓʝいにಅをᙸӳƏࢽ

ƓƘƜƱưŴಅોծにƭながるೞ会がفƑǇすŵ 

ܱោ事̊ ž事ࢸᄂ̲にƓける教ՃƷݣᛅᡣᛖſᲢɻඬስࠊޛᇌοɥఄܖݱƷӕኵᲣ 

事ࢸᄂᆮ会ƸᲦᙻໜƷီなる˂Ʒ教ՃƷႆᚕƔǒᲦٻЏなƜƱをᙸᢅƝƠて

いƨǓѨなᚐを࢘てƸǊていƨǓƠていないƔᲦ自分自៲をွƏೞ会Ʊす

るŵƦƠてᲦಅ᩿ئưƸᙸᢅƝƠていƨδᇜƷܖƼƷᝅƔƞǍښขƞにોǊ

てज़ơλǓᲦ自ǒƷᙻƷਘがǓにշƼをज़ơるǑƏなᄂ̲をႸਦすŵ 

Ტ૾ඥᲣ 

 ĬӋᚇᎍƷᙻໜ 

ಅӋᚇシートにƸŴδᇜ 

ƷܖƼをᙸӕるᙻໜをᅆƠて

いるŵȡȢഇにƸŴӋᚇᎍƷ

Үᝋにസっƨ᩿ئにƓけるδ

ᇜƷܖƼƷಮ܇をᚡするŵ

ପƱༀӳƠǍすいǑƏにŴ

ǇƔなኺᢅ᧓ǍЦǋƋٻ

ǘƤてᚡするŵ 

 ĭȓȇǪにǑるဒ 

ȓȇǪǫȡȩƸ教ܴƷЭ᩿༾ᨘにፗƖŴδᇜƷᘙऴǍƾるǇいをᚡするŵ 

Į事ࢸᄂᆮ会にƓけるңᜭ 

δᇜƷႆᚕǍƾるǇいにƭいてƲƷǑƏにᚐをƠƨƷƔŴƦǕƧǕƷ教Ճ

がƶǒいをƾǇƑてŴƱǒƑ૾をႆᚕするƜƱưŴٶಮなᙸӕǓƷӧᏡࣱを౨

᚛するƜƱがưƖるŵ 

įਰǓᡉǓᚡᡓƷׅᚁ 

ׅᚁするƜƱưᎰՃܴϋưƷݣᛅƷڎೞにǋなるŵ 

ᤵᴗ参ほࢩーࢺ

事ᚋ◊✲は、どⅬの␗なるの教ဨの発言から、切なことをぢ㐣ࡈして

いたࡾᡭなゎ㔘をᙜてはめていたࡾしていないか、自分自㌟をうᶵとす

る。ࡑして、ᤵᴗ場面ではぢ㐣ࡈしていた児童のᏛࡧの㇏かさࡸዟ深さにᨵめ

てឤࡌ入ࡾ、自らのど㔝のᗈがࡾに႐ࡧをឤࡌるような◊ಟを目ᣦす。

ࢺ࣏ࣥ

ཧほのどⅬを᫂☜
にしてᤵᴗཧほに
⮫む㸟

4 【授業後】授業改善

ƂௐƱਦݰƷȝǤȳトƃᲢŨௐ ŬਦݰƷȝǤȳトᲣ 

Ź教ՃႻʝƷൢ˄ƖƷᢌいƔǒδᇜƷܖƼƷٶಮࣱǍᝅƔƞにᚑǕるƜƱがưƖƨŵ 

Ŭ教ՃƷžஓǇƠいſƖƔけにƭいてȞȋȥǢȫ҄ƸưƖるǘけưƸないŵ

ಅᄂᆮをᡫƠてࢽƨൢǍᙻໜをੑƔǓに教Ճ自៲がܖƼዓける࣏ᙲがƋるŵ 

ܱោ事̊žಅᚡをဇƠƨ道徳ᅹƷಅોծſᲢ˙ɻࠊᇌݢྛټ߷ɶఄܖƷӕኵᲣ

教 材 ӸᲴƀᚕᓶƷӼƜƏにƁᲢ出χᲴžᅶƨƪƷ道徳ſɶఄܖᲣ 

ϋܾႸᲴႻʝྸᚐŴܾݎ �ᲢᲳᲣ 

ƶ ǒ いᲴƦǕƧǕƷࣱ̾ǍᇌئをݭƠŴいǖいǖなǋƷƷᙸ૾ǍᎋƑ૾が 

ƋるƜƱをྸᚐƠてŴܾݎƷ࣎をǋƪŴᜐᖎに˂にܖǅƏƱする道 

徳的ܱោॖഒをᏋてるŵ 

ಅᚡをਘٻƠŴႆբǍžբいᡉƠſがᢘ

ЏưƋっƨƔƱいƏᙻໜにǓŴ˄ሗኡにžᑣ

ƔっƨໜſᲢȖȫーᲣŴžોծሊſᲢȔȳǯᲣŴžွ

բໜſᲢǤǨȭーᲣをƖ出ƠŴңᜭƠƨŵ 

ƂௐƱਦݰƷȝǤȳトƃ 

ᲢŨௐ ŬਦݰƷȝǤȳトᲣ 

ŹݣᛅをᚡするƜƱにǑǓӧᙻ҄ƞǕŴ

ಅɶにƲƷǑƏなႆբǍžբいᡉƠſがƞ

ǕているƔǘƔǓǍすƘなっƨŵǇƨŴႆ

բǍžբいᡉƠſƷϋܾǍƦƷǿǤȟȳǰ

がᢘЏưƋっƨƔңᜭするƷにࢫᇌてるƜ

ƱがưƖƨŵ 

ŬᚡᎍにǑってϋܾにࠀがဃơƨƨǊŴ事

Эにᚡϋܾにƭいてσᡫྸᚐをる࣏ᙲがƋるŵ 

Ĭ܇ƲǋƨƪƸŴǹトーȪーをദƠƘਵƑるƜƱがưƖƨƔŵ 

ĭέဃƷբいがଢᄩに܇ƲǋにˡǘっていƨƔŵ 

ĮέဃƸŴ܇ƲǋƷႆᚕをƖƪǜƱžӖܾſƠていƨƔŵ 

įέဃƷբいƂႆբƃƸŴƶǒいにᡐるƨǊにஜ࢘にஊјなբいƂႆբƃư 

 ƋっƨƔŵ 

İέဃƷžբいᡉƠſƸŴǑǓขƘᎋƑるƨǊにஊјưƋっƨƔŵ 

ı܇ƲǋƨƪƸŴ道徳的価値にƭいて᩿ٶ的ȷٶᚌ的にᎋƑるƜƱがưƖƨ 

 Ɣŵ 

Ĳ܇ƲǋƨƪƸŴ道徳的価値ƷྸᚐをขǊるƜƱがưƖƨƔŵ 

ĳ܇ƲǋƨƪƸŴ自ࠁƷᲢ人᧓ƱƠてƷᲣဃƖ૾にƭいてᎋƑるƜƱがưƖ 

ƨƔŵ                      ※Ტ Უɶఄܖ 

źఄϋᄂ̲にƋƨってŻ

ఄϋᄂ̲にƓいてƸŴĬ᳸ĳをᢘܯဇƠてಅોծをǓǇƠǐƏŵ

࠙詳しくはࠚᖹ成 28 ᖺ度ᣦᑟ資料「ࠗ ≉ูの教科 道徳࠘の面実施にྥけて②」p12

ಅᚡを分析するᙻໜ 
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ׅƷಅưƸŴಅᎍ自៲がெǍδᇜဃࢻƷज़े૨ƔǒਰǓᡉǓŴഏƷ

ಅにဃƔƠていǇすŵ 

ƞǒにŴ道徳ᅹƷಅを公するƜƱưŴӋᚇᎍƔǒяᚕをӖけƨǓŴȆǣ

ーȠȷȆǣーȁȳǰƷңщᎍなƲƔǒᚸ価をࢽƨǓするೞ会がƋǓǇすŵƦƷ

ᨥŴƋǒƔơǊໜƱするᚸ価ႸをᚨけてƓƘƱφ˳的なȕǣーȉȐȃǯが

をƭƘってؾǒǕǍすƘなǓǇすŵǇƨŴ୍െƔǒƓʝいにಅをᙸӳƏࢽ

ƓƘƜƱưŴಅોծにƭながるೞ会がفƑǇすŵ 

ܱោ事̊ ž事ࢸᄂ̲にƓける教ՃƷݣᛅᡣᛖſᲢɻඬስࠊޛᇌοɥఄܖݱƷӕኵᲣ 

事ࢸᄂᆮ会ƸᲦᙻໜƷီなる˂Ʒ教ՃƷႆᚕƔǒᲦٻЏなƜƱをᙸᢅƝƠて

いƨǓѨなᚐを࢘てƸǊていƨǓƠていないƔᲦ自分自៲をွƏೞ会Ʊす

るŵƦƠてᲦಅ᩿ئưƸᙸᢅƝƠていƨδᇜƷܖƼƷᝅƔƞǍښขƞにોǊ

てज़ơλǓᲦ自ǒƷᙻƷਘがǓにշƼをज़ơるǑƏなᄂ̲をႸਦすŵ 

Ტ૾ඥᲣ 

 ĬӋᚇᎍƷᙻໜ 

ಅӋᚇシートにƸŴδᇜ 

ƷܖƼをᙸӕるᙻໜをᅆƠて

いるŵȡȢഇにƸŴӋᚇᎍƷ

Үᝋにസっƨ᩿ئにƓけるδ

ᇜƷܖƼƷಮ܇をᚡするŵ

ପƱༀӳƠǍすいǑƏにŴ

ǇƔなኺᢅ᧓ǍЦǋƋٻ

ǘƤてᚡするŵ 

 ĭȓȇǪにǑるဒ 

ȓȇǪǫȡȩƸ教ܴƷЭ᩿༾ᨘにፗƖŴδᇜƷᘙऴǍƾるǇいをᚡするŵ 

Į事ࢸᄂᆮ会にƓけるңᜭ 

δᇜƷႆᚕǍƾるǇいにƭいてƲƷǑƏにᚐをƠƨƷƔŴƦǕƧǕƷ教Ճ

がƶǒいをƾǇƑてŴƱǒƑ૾をႆᚕするƜƱưŴٶಮなᙸӕǓƷӧᏡࣱを౨

᚛するƜƱがưƖるŵ 

įਰǓᡉǓᚡᡓƷׅᚁ 

ׅᚁするƜƱưᎰՃܴϋưƷݣᛅƷڎೞにǋなるŵ 

ᤵᴗ参ほࢩーࢺ

事ᚋ◊✲は、どⅬの␗なるの教ဨの発言から、切なことをぢ㐣ࡈして

いたࡾᡭなゎ㔘をᙜてはめていたࡾしていないか、自分自㌟をうᶵとす

る。ࡑして、ᤵᴗ場面ではぢ㐣ࡈしていた児童のᏛࡧの㇏かさࡸዟ深さにᨵめ

てឤࡌ入ࡾ、自らのど㔝のᗈがࡾに႐ࡧをឤࡌるような◊ಟを目ᣦす。

ࢺ࣏ࣥ

ཧほのどⅬを᫂☜
にしてᤵᴗཧほに
⮫む㸟

4 【授業後】授業改善

ƂௐƱਦݰƷȝǤȳトƃᲢŨௐ ŬਦݰƷȝǤȳトᲣ 

Ź教ՃႻʝƷൢ˄ƖƷᢌいƔǒδᇜƷܖƼƷٶಮࣱǍᝅƔƞにᚑǕるƜƱがưƖƨŵ 

Ŭ教ՃƷžஓǇƠいſƖƔけにƭいてȞȋȥǢȫ҄ƸưƖるǘけưƸないŵ

ಅᄂᆮをᡫƠてࢽƨൢǍᙻໜをੑƔǓに教Ճ自៲がܖƼዓける࣏ᙲがƋるŵ 

ܱោ事̊žಅᚡをဇƠƨ道徳ᅹƷಅોծſᲢ˙ɻࠊᇌݢྛټ߷ɶఄܖƷӕኵᲣ

教 材 ӸᲴƀᚕᓶƷӼƜƏにƁᲢ出χᲴžᅶƨƪƷ道徳ſɶఄܖᲣ 

ϋܾႸᲴႻʝྸᚐŴܾݎ �ᲢᲳᲣ 

ƶ ǒ いᲴƦǕƧǕƷࣱ̾ǍᇌئをݭƠŴいǖいǖなǋƷƷᙸ૾ǍᎋƑ૾が 

ƋるƜƱをྸᚐƠてŴܾݎƷ࣎をǋƪŴᜐᖎに˂にܖǅƏƱする道 

徳的ܱោॖഒをᏋてるŵ 

ಅᚡをਘٻƠŴႆբǍžբいᡉƠſがᢘ

ЏưƋっƨƔƱいƏᙻໜにǓŴ˄ሗኡにžᑣ

ƔっƨໜſᲢȖȫーᲣŴžોծሊſᲢȔȳǯᲣŴžွ

բໜſᲢǤǨȭーᲣをƖ出ƠŴңᜭƠƨŵ 

ƂௐƱਦݰƷȝǤȳトƃ 

ᲢŨௐ ŬਦݰƷȝǤȳトᲣ 

ŹݣᛅをᚡするƜƱにǑǓӧᙻ҄ƞǕŴ

ಅɶにƲƷǑƏなႆբǍžբいᡉƠſがƞ

ǕているƔǘƔǓǍすƘなっƨŵǇƨŴႆ

բǍžբいᡉƠſƷϋܾǍƦƷǿǤȟȳǰ

がᢘЏưƋっƨƔңᜭするƷにࢫᇌてるƜ

ƱがưƖƨŵ 

ŬᚡᎍにǑってϋܾにࠀがဃơƨƨǊŴ事

Эにᚡϋܾにƭいてσᡫྸᚐをる࣏ᙲがƋるŵ 

Ĭ܇ƲǋƨƪƸŴǹトーȪーをദƠƘਵƑるƜƱがưƖƨƔŵ 

ĭέဃƷբいがଢᄩに܇ƲǋにˡǘっていƨƔŵ 

ĮέဃƸŴ܇ƲǋƷႆᚕをƖƪǜƱžӖܾſƠていƨƔŵ 

įέဃƷբいƂႆբƃƸŴƶǒいにᡐるƨǊにஜ࢘にஊјなբいƂႆբƃư 

 ƋっƨƔŵ 

İέဃƷžբいᡉƠſƸŴǑǓขƘᎋƑるƨǊにஊјưƋっƨƔŵ 

ı܇ƲǋƨƪƸŴ道徳的価値にƭいて᩿ٶ的ȷٶᚌ的にᎋƑるƜƱがưƖƨ 

 Ɣŵ 

Ĳ܇ƲǋƨƪƸŴ道徳的価値ƷྸᚐをขǊるƜƱがưƖƨƔŵ 

ĳ܇ƲǋƨƪƸŴ自ࠁƷᲢ人᧓ƱƠてƷᲣဃƖ૾にƭいてᎋƑるƜƱがưƖ 

ƨƔŵ                      ※Ტ Უɶఄܖ 

źఄϋᄂ̲にƋƨってŻ

ఄϋᄂ̲にƓいてƸŴĬ᳸ĳをᢘܯဇƠてಅોծをǓǇƠǐƏŵ

࠙詳しくはࠚᖹ成 28 ᖺ度ᣦᑟ資料「ࠗ ≉ูの教科 道徳࠘の面実施にྥけて②」p12

ಅᚡを分析するᙻໜ 
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5 道徳科の評価 

道徳ᅹにƓけるᚸ価Ʒؕஜ的なᎋƑ૾

道徳教ᏋƷႸƸŴ道徳ࣱᲢ道徳的なЙૺщŴ࣎ऴŴܱោॖഒƱ७ࡇᲣを

ƏƜƱưすŵƠƔƠŴ道徳ࣱƸϋ᩿的ឋưƋǓŴ道徳ࣱがǘǕƨƔԁƔƸ

ܾତにЙૺưƖǇƤǜŵǇƨŴƲǕƩけ道徳的価値をྸᚐƠƨƔなƲƷؕแを

ᚨܭするƜƱǋƾƞǘƠƘƋǓǇƤǜŵ 

ƦƜưŴ道徳ᅹƷžܖ፼ѣſにბႸƠŴ࠰᧓ǍܖƱいっƨɟܭƷ᧓的

なǇƱǇǓƷɶưŴδᇜဃࢻƷܖ፼ཞඞǍ道徳ࣱに̞るᧈƷಮ܇を৭੮する

 ᙲがƋǓǇすŵ࣏
ᚸ価にӼけてƸŴ教ՃƱδᇜဃࢻƱƷ人的なᚑǕӳいにǑるσज़的なྸᚐ

がנ܍するƜƱがᙲưすŵƦƷɥưŴδᇜဃࢻƷᧈをᙸܣǓŴѐщをᛐǊ

ƨǓŴѕǇƠƨǓするƜƱにǑってŴδᇜဃࢻが自៲Ʒᧈをܱज़ƠŴにॖ

ഒ的にӕǓኵǋƏƱするƖっƔけƱなるǑƏなᚸ価をႸਦƠǇすŵ  

道徳ᅹにƓけるᚸ価Ʒؕஜ的なᎋƑ૾

Ũ̾ŷƷϋܾႸにƭいてƸŴᚸ価ƠǇƤǜŵ

Ũૠ値ưƸなƘŴᚡᡓࡸƱƠǇすŵ 

Ũᚸ価ƷᙻໜƱƠてŴܖ፼ѣにƓいてδᇜဃࢻがŴĬɟ᩿的なᙸ૾Ɣǒ᩿ٶ的ȷٶᚌ的

なᙸ૾ǁƱႆޒƠているƔŴĭ道徳的価値Ʒྸᚐを自分自៲ƱƷ᧙ǘǓƷɶưขǊてい

るƔƱいっƨໜをᙻƠǇすŵ 

ŨႆᢋᨦܹሁƷƋるδᇜဃࢻにݣするਦݰǍᚸ価をᘍƏɥưƸŴƦǕƧǕƷܖ፼ƷᢅᆉưᎋƑ

ǒǕるžᩊƞƷཞ७ſをƠっƔǓƱ৭੮Ơƨɥư࣏ᙲなᣐॾが൭ǊǒǕǇすŵ 

Ũ道徳ᅹƷᚸ価ƸŴλܖᎍᢠ৷ƱƸなơǇないǋƷưƋǓŴᛦ௹にƸᚡ᠍ƤƣŴλܖᎍᢠ৷

ƷӳԁЙܭにဇするƜƱƷないǑƏにする࣏ᙲがƋǓǇすŵ 

Ტܖ፼ਦݰᙲ᪸ᚐᛟᇹᲯᇘᇹᲬራᲬᲢᲫᲣᲢᲯᲣӋᎋᲣ

※道徳ᅹƷܖ፼ѣをɶૼにǤȡーǸƱƠƨǋƷưƋǓŴƜǕˌٳにǋ道徳ࣱをƏᢅᆉƸಮŷなǋƷがᎋƑǒǕǇすŵ

道徳ᅹƷᚸ価にӼけてᙻするᲬƭƷᙻໜƷφ˳̊

道徳ᅹƷᚸ価Ʒࣱ࢘ڲȷࣱ̮᫂Ʒᄩ̬にӼけて

道徳ᅹƷᚸ価ƸŴ道徳ƷಅにƓけるܖ፼ཞඞǍ道徳ࣱに̞るᧈƷಮ܇にƭいてƷᚸ価Ʊな

ǓǇすŵɟ૾ŴఄܖဃƷɶưᙸǒǕƨδᇜဃࢻƷ道徳的ܱោᲢᘍѣሁᲣƸŴਦݰᙲƷžዮӳ

ᙸſഇǇƨƸžᘍѣƷᚡſഇにᚡᡓするƜƱになǓǇすŵ 

ƭǇǓŴ道徳ᅹƷᚸ価ƱžዮӳᙸſഇӏƼžᘍѣƷᚡſഇƸŴƖƪǜƱЏǓᩉƠてᚸ価す

る࣏ᙲがƋǓǇすŵ 

̊ƑƹŴžࣔǕཋがݲなƘなǓǇƠƨſžੈᨊをɟဃভԡӕǓኵǉǑƏになǓǇƠƨſžって

いるӐƩƪをяけるƜƱがưƖǇƠƨſなƲŴఄܖဃにƓいてᘍѣƱƠてྵǕƨǋƷƸžዮӳ

ᙸſഇŴǇƨƸžᘍѣƷᚡſഇにᚡᡓするƜƱになǓǇすŵ

žɟ᩿的なᙸ૾Ɣǒ᩿ٶ的ȷٶᚌ的なᙸ૾ǁƱႆޒƠているƔſƷᙻໜƷ̊

ȷ道徳的価値に᧙ǘるբ᫆にݣするЙૺƷఌਗǍƦƷƱƖƷ࣎ऴをಮŷなᙻໜƔǒਵƑᎋ

ƑǑƏƱƠているŵ 

ȷ自分ƱᢌƏᇌئǍज़ơ૾ŴᎋƑ૾をྸᚐƠǑƏƱƠているŵ 

ȷᙐૠƷ道徳的価値Ʒݣᇌがဃơる᩿ئにƓいてӕǓࢽるᘍѣを᩿ٶ的ȷٶᚌ的にᎋƑǑ

ƏƱƠているŵ ሁ          Ტܖ፼ਦݰᙲ᪸ᚐᛟᇹᲯᇘᇹᲬራᲬᲢᲬᲣǑǓᲣ

ž道徳的価値Ʒྸᚐを自分自៲ƱƷ᧙ǘǓƷɶưขǊているƔſƷᙻໜƷ̊

 ȷᛠǈཋ教材Ʒႇئ人ཋを自分自៲にፗƖ੭ƑてŴ自分なǓにφ˳的にǤȡーǸƠてྸᚐ

ƠǑƏƱƠているŵ 

ȷྵנƷ自分自៲をਰǓᡉǓŴ自ǒƷᘍѣǍᎋƑをᙸႺƠているŵ 

ȷ道徳的価値をܱྵするƜƱƷᩊƠƞを自分ƷƜƱƱƠてਵƑŴᎋƑǑƏƱƠているŵሁ

Ტܖ፼ਦݰᙲ᪸ᚐᛟᇹᲯᇘᇹᲬራᲬᲢᲬᲣǑǓᲣ

道徳ᅹƷᚸ価をਖ਼ᡶするに࢘ƨってƸŴܖ፼ᚸ価Ʒࣱ࢘ڲŴ̮ ࣱ᫂をਃ̬するƜƱがᙲ

ưすŵᚸ価ƸŴ̾ŷƷ教Ճが̾人ƱƠてᘍƏƷưƸなƘŴఄܖƱƠてኵጢ的ȷᚘဒ的にᘍƏ

 ᙲがƋǓǇすŵ࣏

̊ƑƹŴ࠰ܖƝƱにᚸ価ƷƨǊにᨼǊる૰Ǎᚸ価૾ඥሁをଢᄩにƠてƓƘƜƱǍŴᚸ価

ኽௐにƭいて教Ճ᧓ư౨᚛Ơᚸ価ƷᙻໜሁにƭいてσᡫྸᚐをるƜƱŴᚸ価に᧙するܱោ

事̊をᔛᆢƠσஊするƜƱなƲがᙲưすŵ 

ƞǒにŴ࠰にૠׅ教Ճがʩˊư࠰ܖƷμܖኢをׅって道徳ƷಅをᘍƏƱいっƨӕኵƸŴ

δᇜဃࢻƷܾ٭をᙐૠƷႸưᙸӕǓŴᚸ価にݣƠてσᡫᛐᜤをǋƭೞ会ƱなるǋƷưƋǓŴ

ᚸ価をኵጢ的にᡶǊるƨǊƷɟƭƷ૾ඥƱƠてǋјௐ的ưƋるƱᎋƑǒǕǇすŵ

Ტܖ፼ਦݰᙲ᪸ᚐᛟᇹᲯᇘᇹᲬራᲬᲢᲮᲣǑǓᲣ

【詳しくは】平成 29年度指導資料「『特別の教科 道徳』の全面実施に向けて③」(ｐ12～22)
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5 道徳科の評価 

道徳ᅹにƓけるᚸ価Ʒؕஜ的なᎋƑ૾

道徳教ᏋƷႸƸŴ道徳ࣱᲢ道徳的なЙૺщŴ࣎ऴŴܱោॖഒƱ७ࡇᲣを

ƏƜƱưすŵƠƔƠŴ道徳ࣱƸϋ᩿的ឋưƋǓŴ道徳ࣱがǘǕƨƔԁƔƸ

ܾତにЙૺưƖǇƤǜŵǇƨŴƲǕƩけ道徳的価値をྸᚐƠƨƔなƲƷؕแを

ᚨܭするƜƱǋƾƞǘƠƘƋǓǇƤǜŵ 

ƦƜưŴ道徳ᅹƷžܖ፼ѣſにბႸƠŴ࠰᧓ǍܖƱいっƨɟܭƷ᧓的

なǇƱǇǓƷɶưŴδᇜဃࢻƷܖ፼ཞඞǍ道徳ࣱに̞るᧈƷಮ܇を৭੮する

 ᙲがƋǓǇすŵ࣏
ᚸ価にӼけてƸŴ教ՃƱδᇜဃࢻƱƷ人的なᚑǕӳいにǑるσज़的なྸᚐ

がנ܍するƜƱがᙲưすŵƦƷɥưŴδᇜဃࢻƷᧈをᙸܣǓŴѐщをᛐǊ

ƨǓŴѕǇƠƨǓするƜƱにǑってŴδᇜဃࢻが自៲Ʒᧈをܱज़ƠŴにॖ

ഒ的にӕǓኵǋƏƱするƖっƔけƱなるǑƏなᚸ価をႸਦƠǇすŵ  

道徳ᅹにƓけるᚸ価Ʒؕஜ的なᎋƑ૾

Ũ̾ŷƷϋܾႸにƭいてƸŴᚸ価ƠǇƤǜŵ

Ũૠ値ưƸなƘŴᚡᡓࡸƱƠǇすŵ 

Ũᚸ価ƷᙻໜƱƠてŴܖ፼ѣにƓいてδᇜဃࢻがŴĬɟ᩿的なᙸ૾Ɣǒ᩿ٶ的ȷٶᚌ的

なᙸ૾ǁƱႆޒƠているƔŴĭ道徳的価値Ʒྸᚐを自分自៲ƱƷ᧙ǘǓƷɶưขǊてい

るƔƱいっƨໜをᙻƠǇすŵ 

ŨႆᢋᨦܹሁƷƋるδᇜဃࢻにݣするਦݰǍᚸ価をᘍƏɥưƸŴƦǕƧǕƷܖ፼ƷᢅᆉưᎋƑ

ǒǕるžᩊƞƷཞ७ſをƠっƔǓƱ৭੮Ơƨɥư࣏ᙲなᣐॾが൭ǊǒǕǇすŵ 

Ũ道徳ᅹƷᚸ価ƸŴλܖᎍᢠ৷ƱƸなơǇないǋƷưƋǓŴᛦ௹にƸᚡ᠍ƤƣŴλܖᎍᢠ৷

ƷӳԁЙܭにဇするƜƱƷないǑƏにする࣏ᙲがƋǓǇすŵ 

Ტܖ፼ਦݰᙲ᪸ᚐᛟᇹᲯᇘᇹᲬራᲬᲢᲫᲣᲢᲯᲣӋᎋᲣ

※道徳ᅹƷܖ፼ѣをɶૼにǤȡーǸƱƠƨǋƷưƋǓŴƜǕˌٳにǋ道徳ࣱをƏᢅᆉƸಮŷなǋƷがᎋƑǒǕǇすŵ

道徳ᅹƷᚸ価にӼけてᙻするᲬƭƷᙻໜƷφ˳̊

道徳ᅹƷᚸ価Ʒࣱ࢘ڲȷࣱ̮᫂Ʒᄩ̬にӼけて

道徳ᅹƷᚸ価ƸŴ道徳ƷಅにƓけるܖ፼ཞඞǍ道徳ࣱに̞るᧈƷಮ܇にƭいてƷᚸ価Ʊな

ǓǇすŵɟ૾ŴఄܖဃƷɶưᙸǒǕƨδᇜဃࢻƷ道徳的ܱោᲢᘍѣሁᲣƸŴਦݰᙲƷžዮӳ

ᙸſഇǇƨƸžᘍѣƷᚡſഇにᚡᡓするƜƱになǓǇすŵ 

ƭǇǓŴ道徳ᅹƷᚸ価ƱžዮӳᙸſഇӏƼžᘍѣƷᚡſഇƸŴƖƪǜƱЏǓᩉƠてᚸ価す

る࣏ᙲがƋǓǇすŵ 

̊ƑƹŴžࣔǕཋがݲなƘなǓǇƠƨſžੈᨊをɟဃভԡӕǓኵǉǑƏになǓǇƠƨſžって

いるӐƩƪをяけるƜƱがưƖǇƠƨſなƲŴఄܖဃにƓいてᘍѣƱƠてྵǕƨǋƷƸžዮӳ

ᙸſഇŴǇƨƸžᘍѣƷᚡſഇにᚡᡓするƜƱになǓǇすŵ

žɟ᩿的なᙸ૾Ɣǒ᩿ٶ的ȷٶᚌ的なᙸ૾ǁƱႆޒƠているƔſƷᙻໜƷ̊

ȷ道徳的価値に᧙ǘるբ᫆にݣするЙૺƷఌਗǍƦƷƱƖƷ࣎ऴをಮŷなᙻໜƔǒਵƑᎋ

ƑǑƏƱƠているŵ 

ȷ自分ƱᢌƏᇌئǍज़ơ૾ŴᎋƑ૾をྸᚐƠǑƏƱƠているŵ 

ȷᙐૠƷ道徳的価値Ʒݣᇌがဃơる᩿ئにƓいてӕǓࢽるᘍѣを᩿ٶ的ȷٶᚌ的にᎋƑǑ

ƏƱƠているŵ ሁ          Ტܖ፼ਦݰᙲ᪸ᚐᛟᇹᲯᇘᇹᲬራᲬᲢᲬᲣǑǓᲣ

ž道徳的価値Ʒྸᚐを自分自៲ƱƷ᧙ǘǓƷɶưขǊているƔſƷᙻໜƷ̊

 ȷᛠǈཋ教材Ʒႇئ人ཋを自分自៲にፗƖ੭ƑてŴ自分なǓにφ˳的にǤȡーǸƠてྸᚐ

ƠǑƏƱƠているŵ 

ȷྵנƷ自分自៲をਰǓᡉǓŴ自ǒƷᘍѣǍᎋƑをᙸႺƠているŵ 

ȷ道徳的価値をܱྵするƜƱƷᩊƠƞを自分ƷƜƱƱƠてਵƑŴᎋƑǑƏƱƠているŵሁ

Ტܖ፼ਦݰᙲ᪸ᚐᛟᇹᲯᇘᇹᲬራᲬᲢᲬᲣǑǓᲣ

道徳ᅹƷᚸ価をਖ਼ᡶするに࢘ƨってƸŴܖ፼ᚸ価Ʒࣱ࢘ڲŴ̮ ࣱ᫂をਃ̬するƜƱがᙲ

ưすŵᚸ価ƸŴ̾ŷƷ教Ճが̾人ƱƠてᘍƏƷưƸなƘŴఄܖƱƠてኵጢ的ȷᚘဒ的にᘍƏ

 ᙲがƋǓǇすŵ࣏

̊ƑƹŴ࠰ܖƝƱにᚸ価ƷƨǊにᨼǊる૰Ǎᚸ価૾ඥሁをଢᄩにƠてƓƘƜƱǍŴᚸ価

ኽௐにƭいて教Ճ᧓ư౨᚛Ơᚸ価ƷᙻໜሁにƭいてσᡫྸᚐをるƜƱŴᚸ価に᧙するܱោ

事̊をᔛᆢƠσஊするƜƱなƲがᙲưすŵ 

ƞǒにŴ࠰にૠׅ教Ճがʩˊư࠰ܖƷμܖኢをׅって道徳ƷಅをᘍƏƱいっƨӕኵƸŴ

δᇜဃࢻƷܾ٭をᙐૠƷႸưᙸӕǓŴᚸ価にݣƠてσᡫᛐᜤをǋƭೞ会ƱなるǋƷưƋǓŴ

ᚸ価をኵጢ的にᡶǊるƨǊƷɟƭƷ૾ඥƱƠてǋјௐ的ưƋるƱᎋƑǒǕǇすŵ

Ტܖ፼ਦݰᙲ᪸ᚐᛟᇹᲯᇘᇹᲬራᲬᲢᲮᲣǑǓᲣ

【詳しくは】平成 29年度指導資料「『特別の教科 道徳』の全面実施に向けて③」(ｐ12～22)
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ᚸ価ƷƨǊƷφ˳的なپ

  道徳ᅹにƓけるܖ፼ཞඞǍ道徳ࣱに̞るᧈƷಮ܇を৭੮するに࢘ƨって

ƸŴδᇜဃࢻがܖ፼ѣをᡫơて᩿ٶ的ȷٶᚌ的なᙸ૾ǁႆޒƞƤているƜ

ƱǍŴ道徳的価値Ʒྸᚐを自分ƱƷ᧙ǘǓưขǊているƜƱをᙸӕるƨǊに

ƸŴಮŷなپが࣏ᙲưすŵ 

 Ĭ ƂႆᚕをᎮƘƃᛅすپ  

 ȷ教ՃƷႆբをӖけƨႆᘙ   ȷࢫл২ሁưƷႆᚕ ሁ 

  źெƷϙჇをസすŻ 

  ȷδᇜဃࢻƷႆᘙを᱅ெにᚡᡓするƱƖにŴӷにȍーȠǫーȉをࢌǓ˄

けてƓƖŴϙჇをજǓǇすŵ 

   ※ׅಅᚡをƱるƜƱƸᩊƠいưすがŴȇǸǿȫǫȡȩሁƷϙჇを

જってസすƱቇҥư᧓ჺにǋなǓǇすŵ 

 するƃᛅす ᎥƘ Ƙ ᛠǉݑĭ Ƃᚇپ  

 ȷδᇜဃࢻƷႆᘙǍႆᚕƷಮ܇ 

 ȷ自分ˌٳƷδᇜဃࢻƷႆᘙǍႆᚕをᎥƘಮ܇ 

 ȷȚǢȷǰȫーȗưƷᛅƠӳいƷಮ܇ 

 ȷࢫл২ሁƷಮ܇ 

 ȷ道徳ȎートǍžਰǓᡉǓシートſǁƷᚡᡓƷಮ܇ ሁ 

 Į ƂᚡᡓƞƤるƃƘپ

 ȷ道徳ȎートǍžਰǓᡉǓシートſሁにŴಅưൢ˄いƨƜƱǍᎋƑƨƜƱ

ሁを自ဌにᚡᡓƞƤǇすŵ 

 ᙲがƋǓǇすŵ࣏するپᚌ的なᎋƑがけるǑƏにٶ的ȷ᩿ٶ※ 

  ̊ 

 žಅɶにžᚕƑなƔっƨƜƱſŴžᚕいƨƔっƨƜƱſをいてǈǇƠǐƏŵſ

 į ƂȒǢȪȳǰをするƃᛅす Ƙپ  

 ȷႆᘙǍ道徳ȎートሁƷᚡᡓにؕƮいてŴ̾КにȒǢȪȳǰするŵ 

 ※ႆᚕするƜƱǍᚡᡓするƜƱがᒊなδᇜဃࢻにƸஊјưすŵ 

ᚡᡓにǑるᚸ価Ʒࢫл

道徳ᅹにƓける教ՃにǑるᚡᡓࡸƷᚸ価ƱƠてƸŴਦݰᙲŴᡫჷᘙŴਰǓ

ᡉǓシートሁƱいっƨǋƷにٻƖƘ分けるƜƱがưƖǇすŵਦݰᙲƱᡫჷᘙ

ሁƷࢫлƷᢌいƔǒŴᚡᡓᚸ価ưƸŴφ˳的なܖ፼Ʒಮ܇ሁをˡƑるǋƷにƠ

ていƘƜƱが࣏ᙲưすŵ 

※ᚡᡓƷ૾ඥƸಮŷƋǓǇすがŴఄѦૅੲシǹȆȠを̅ဇƠているئӳŴ
ųਦݰᙲǍᡫჷᘙƷ܌ૠにᨂǓがƋるƜƱƔǒŴᛯໜをଢᄩにƠてቇ
ųにᅆす࣏ᙲがƋǓǇすŵ

ܱោ事̊ žਰǓᡉǓシートǁƷᚡᡓᚸ価ſᲢьӞ߷ࠊᇌКఄܖݱࡅƷӕኵᲣ

教材Ӹ ƀӷơː᧓ƩƔǒƁᲢ出χᲴžᅶƨƪƷ道徳ſఄܖݱɤȷׄ࠰Უ 

※ž主᫆ſžƶǒいſにƭいてƸŴஜ૰ p22 をӋༀ 

źᚸ価ƷᙻໜŻ 
ĬӐᢋをྸᚐƠŴ̮᫂ƠяけӳっていƘƜƱƷٻЏƞを᩿ٶ的ȷٶᚌ的にᎋƑ

ǑƏƱƠているŵ  
ĭӐᢋをྸᚐƠŴяけӳっていƘƜƱƷٻЏƞǍǑƞを自分事ƱƠてᎋƑǑƏ

ƱƠているŵ 

ᅶƸႆᘙưƖなƔっƨけƲŴː ᧓ٳǕをƤƣŴᢃѣがᒊưǋӷơː᧓ƱƠ
てがǜƹるƜƱƷٻЏƞをƱǋ܇ƞǜƔǒ教ƑてǋǒっƨŵᅶǋŴː ᧓ƱƸƛ
ǇƠӳいŴяけӳƑる࣎をǋƪƨいŵኽௐƸけてƠǇっƨけƲŴӐᢋǍː᧓
を思ƏࢍƞがفƑてᲫኵにけていないƱ思Əŵ 

źᚸ価૾ඥ›žਰǓᡉǓシートſžႆᚕſžᚇݑſžெſ 

źಅᎍƷᙸӕǓŻ 
δᇜƷᚡᡓƔǒƸŴžᢃѣがᒊưǋː᧓ƱƠて᪴ࢌるƜƱƷٻЏƞſǍžኽ

ௐがけてǋӐƩƪǍː᧓を思ƏࢍƞがفすſƱいƏяけӳƏƜƱƷٻЏƞǍ
Ǒƞにƭいて᩿ٶ的にᎋƑǑƏƱƠているŵǇƨŴྵנƷ自分をਰǓᡉǓŴѕ
ǇƠӳƏ࣎ǍяけӳƏ࣎をǋƪƨいƱいƏ思いをৼいているƜƱがႆᚕǍᚡᡓ
Ɣǒ˨ƑƨŵႆᘙがưƖなƔっƨƜƱにݣƠてԁܭ的なᚸ価ƸƤƣŴᚇݑǍᚡ
ᡓをؕにŴ自分ƷᎋƑをǋてƨƜƱをᛐǊるǑƏにƠƨいŵ 

źƞǜƷਰǓᡉǓシートǁƷಅᎍƷǳȡȳトŻ 

ႆᘙưƖなƔっƨ自分ƷᎋƑをǑƘけǇƠƨƶŵがǜƹるƜƱƷٻЏƞ
をƱǋ܇ƞǜƔǒ教ƑてǋǒっƨƞǜƸŴƱってǋすてƖưすǑŵ 

ƂƞǜƷਰǓᡉǓシートǁƷᚡᡓƃ

ƂਦݰᙲǁƷᚡᡓᚸ価ƃ 

Ʒ᧓的ǇƱǇǓƷɶưŴܭƱいっƨɟܖ᧓Ǎ࠰፼ѣにბႸƠŴܖ 

にဃƔすǑƏŴᚸݰ፼ཞඞǍ道徳ࣱに̞るᧈをዒዓ的に৭੮ƠŴਦܖ

価Ʒᙻໜ̊を៊ǇƑてᚡᡓ 

ƂᡫჷᘙǁƷᚡᡓᚸ価ƃ 

 ɥᚡƷϋܾをδᇜဃࢻǍ̬ᜱᎍにφ˳的ưǘƔǓǍすƘˡƑるᚡᡓ 

ƂਰǓᡉǓシートሁǁƷᚡᡓᚸ価ƃ 

  δᇜဃࢻにஜƷܖ፼ཞඞǍ道徳ࣱに̞るᧈにƭいてŴφ˳的な᩿ئ

をᡫƠてŴஜ人ƷᑣƞをᛐǊѕǇすᚡᡓ

źᚸ価૨Ʒ࣎ನƑŻ 

žಅᎍなǒưƸƷग़ऴƷƜǋっƨδᇜဃྸࢻᚐにؕƮƘᚸ価૨をƖǇƠǐƏᲛſ

ƂƞǜƷਰǓᡉǓシートǁƷಅᎍƷǳȡȳトƃ
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ᚸ価ƷƨǊƷφ˳的なپ

  道徳ᅹにƓけるܖ፼ཞඞǍ道徳ࣱに̞るᧈƷಮ܇を৭੮するに࢘ƨって

ƸŴδᇜဃࢻがܖ፼ѣをᡫơて᩿ٶ的ȷٶᚌ的なᙸ૾ǁႆޒƞƤているƜ

ƱǍŴ道徳的価値Ʒྸᚐを自分ƱƷ᧙ǘǓưขǊているƜƱをᙸӕるƨǊに

ƸŴಮŷなپが࣏ᙲưすŵ 

 Ĭ ƂႆᚕをᎮƘƃᛅすپ  

 ȷ教ՃƷႆբをӖけƨႆᘙ   ȷࢫл২ሁưƷႆᚕ ሁ 

  źெƷϙჇをസすŻ 

  ȷδᇜဃࢻƷႆᘙを᱅ெにᚡᡓするƱƖにŴӷにȍーȠǫーȉをࢌǓ˄

けてƓƖŴϙჇをજǓǇすŵ 

   ※ׅಅᚡをƱるƜƱƸᩊƠいưすがŴȇǸǿȫǫȡȩሁƷϙჇを

જってസすƱቇҥư᧓ჺにǋなǓǇすŵ 

 するƃᛅす ᎥƘ Ƙ ᛠǉݑĭ Ƃᚇپ  

 ȷδᇜဃࢻƷႆᘙǍႆᚕƷಮ܇ 

 ȷ自分ˌٳƷδᇜဃࢻƷႆᘙǍႆᚕをᎥƘಮ܇ 

 ȷȚǢȷǰȫーȗưƷᛅƠӳいƷಮ܇ 

 ȷࢫл২ሁƷಮ܇ 

 ȷ道徳ȎートǍžਰǓᡉǓシートſǁƷᚡᡓƷಮ܇ ሁ 

 Į ƂᚡᡓƞƤるƃƘپ

 ȷ道徳ȎートǍžਰǓᡉǓシートſሁにŴಅưൢ˄いƨƜƱǍᎋƑƨƜƱ

ሁを自ဌにᚡᡓƞƤǇすŵ 

 ᙲがƋǓǇすŵ࣏するپᚌ的なᎋƑがけるǑƏにٶ的ȷ᩿ٶ※ 

  ̊ 

 žಅɶにžᚕƑなƔっƨƜƱſŴžᚕいƨƔっƨƜƱſをいてǈǇƠǐƏŵſ

 į ƂȒǢȪȳǰをするƃᛅす Ƙپ  

 ȷႆᘙǍ道徳ȎートሁƷᚡᡓにؕƮいてŴ̾КにȒǢȪȳǰするŵ 

 ※ႆᚕするƜƱǍᚡᡓするƜƱがᒊなδᇜဃࢻにƸஊјưすŵ 

ᚡᡓにǑるᚸ価Ʒࢫл

道徳ᅹにƓける教ՃにǑるᚡᡓࡸƷᚸ価ƱƠてƸŴਦݰᙲŴᡫჷᘙŴਰǓ

ᡉǓシートሁƱいっƨǋƷにٻƖƘ分けるƜƱがưƖǇすŵਦݰᙲƱᡫჷᘙ

ሁƷࢫлƷᢌいƔǒŴᚡᡓᚸ価ưƸŴφ˳的なܖ፼Ʒಮ܇ሁをˡƑるǋƷにƠ

ていƘƜƱが࣏ᙲưすŵ 

※ᚡᡓƷ૾ඥƸಮŷƋǓǇすがŴఄѦૅੲシǹȆȠを̅ဇƠているئӳŴ
ųਦݰᙲǍᡫჷᘙƷ܌ૠにᨂǓがƋるƜƱƔǒŴᛯໜをଢᄩにƠてቇ
ųにᅆす࣏ᙲがƋǓǇすŵ

ܱោ事̊ žਰǓᡉǓシートǁƷᚡᡓᚸ価ſᲢьӞ߷ࠊᇌКఄܖݱࡅƷӕኵᲣ

教材Ӹ ƀӷơː᧓ƩƔǒƁᲢ出χᲴžᅶƨƪƷ道徳ſఄܖݱɤȷׄ࠰Უ 

※ž主᫆ſžƶǒいſにƭいてƸŴஜ૰ p22 をӋༀ 

źᚸ価ƷᙻໜŻ 
ĬӐᢋをྸᚐƠŴ̮᫂ƠяけӳっていƘƜƱƷٻЏƞを᩿ٶ的ȷٶᚌ的にᎋƑ

ǑƏƱƠているŵ  
ĭӐᢋをྸᚐƠŴяけӳっていƘƜƱƷٻЏƞǍǑƞを自分事ƱƠてᎋƑǑƏ

ƱƠているŵ 

ᅶƸႆᘙưƖなƔっƨけƲŴː ᧓ٳǕをƤƣŴᢃѣがᒊưǋӷơː᧓ƱƠ
てがǜƹるƜƱƷٻЏƞをƱǋ܇ƞǜƔǒ教ƑてǋǒっƨŵᅶǋŴː ᧓ƱƸƛ
ǇƠӳいŴяけӳƑる࣎をǋƪƨいŵኽௐƸけてƠǇっƨけƲŴӐᢋǍː᧓
を思ƏࢍƞがفƑてᲫኵにけていないƱ思Əŵ 

źᚸ価૾ඥ›žਰǓᡉǓシートſžႆᚕſžᚇݑſžெſ 

źಅᎍƷᙸӕǓŻ 
δᇜƷᚡᡓƔǒƸŴžᢃѣがᒊưǋː᧓ƱƠて᪴ࢌるƜƱƷٻЏƞſǍžኽ

ௐがけてǋӐƩƪǍː᧓を思ƏࢍƞがفすſƱいƏяけӳƏƜƱƷٻЏƞǍ
Ǒƞにƭいて᩿ٶ的にᎋƑǑƏƱƠているŵǇƨŴྵנƷ自分をਰǓᡉǓŴѕ
ǇƠӳƏ࣎ǍяけӳƏ࣎をǋƪƨいƱいƏ思いをৼいているƜƱがႆᚕǍᚡᡓ
Ɣǒ˨ƑƨŵႆᘙがưƖなƔっƨƜƱにݣƠてԁܭ的なᚸ価ƸƤƣŴᚇݑǍᚡ
ᡓをؕにŴ自分ƷᎋƑをǋてƨƜƱをᛐǊるǑƏにƠƨいŵ 

źƞǜƷਰǓᡉǓシートǁƷಅᎍƷǳȡȳトŻ 

ႆᘙưƖなƔっƨ自分ƷᎋƑをǑƘけǇƠƨƶŵがǜƹるƜƱƷٻЏƞ
をƱǋ܇ƞǜƔǒ教ƑてǋǒっƨƞǜƸŴƱってǋすてƖưすǑŵ 

ƂƞǜƷਰǓᡉǓシートǁƷᚡᡓƃ

ƂਦݰᙲǁƷᚡᡓᚸ価ƃ 

Ʒ᧓的ǇƱǇǓƷɶưŴܭƱいっƨɟܖ᧓Ǎ࠰፼ѣにბႸƠŴܖ 

にဃƔすǑƏŴᚸݰ፼ཞඞǍ道徳ࣱに̞るᧈをዒዓ的に৭੮ƠŴਦܖ

価Ʒᙻໜ̊を៊ǇƑてᚡᡓ 

ƂᡫჷᘙǁƷᚡᡓᚸ価ƃ 

 ɥᚡƷϋܾをδᇜဃࢻǍ̬ᜱᎍにφ˳的ưǘƔǓǍすƘˡƑるᚡᡓ 

ƂਰǓᡉǓシートሁǁƷᚡᡓᚸ価ƃ 

  δᇜဃࢻにஜƷܖ፼ཞඞǍ道徳ࣱに̞るᧈにƭいてŴφ˳的な᩿ئ

をᡫƠてŴஜ人ƷᑣƞをᛐǊѕǇすᚡᡓ

źᚸ価૨Ʒ࣎ನƑŻ 

žಅᎍなǒưƸƷग़ऴƷƜǋっƨδᇜဃྸࢻᚐにؕƮƘᚸ価૨をƖǇƠǐƏᲛſ
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6 「道徳の内容」の学年段階・学校段階の一覧表

善ᝏの判断、自律、
自由と責任

(1)よいこととᝏいこととの༊別をし、よいと思うことを進んで行うこ
と。

(1)正しいと判断したことは、自信をもって行うこと。

正直、誠実
(2)うそをついたり䛤まかしをしたりしないで、⣲直に伸び伸びと生
活すること。

(2)過ちは⣲直に改め、正直に明るい心で生活すること。

節度、節制
(3)健康や安全に気を付け、物や㔠㖹を大切にし、身のᅇりをᩚ
え、わがままをしないで、規๎正しい生活をすること。

(3)自分でできることは自分でやり、安全に気を付け、よく考えて
行動し、節度のある生活をすること。

。とこすば伸を所長、き付気に徴特の分自)4(。とこく付気に徴特の分自)4(長伸の性個

希望と勇気
努力と強い意志

(5)自分のやる䜉きຮ強や仕事をしっかり行うこと。
(5)自分でやろうと決めた目標に向かって、強い意志をもち、⢓り
強くやり抜くこと。

真理の探究

親切、思いやり (6)身㏆にいる人に かい心で接し、親切にすること。 (6)相手のことを思いやり、進んで親切にすること。

感謝 (7)家族など日㡭世ヰになっている人々に感謝すること。
(7)家族など生活を支えてくれている人々や現在の生活を築いて
くれた高齢者に、尊敬と感謝の気ᣢちをもって接すること。

礼儀
(8)気ᣢちのよいᣵᣜ、言ⴥ㐵い、動సなどに心掛けて、明るく接
すること。

(8)礼儀の大切さを知り、誰に対しても真心をもって接すること。

。とこう合け助、し頼信、し解理にい互と達友)9(。とこう合け助、しくよ௰と達友)9(頼信、情友

相互理解、寛容
(10)自分の考えや意見を相手に伝えるとともに、相手のことを理
解し、自分と異なる意見も大切にすること。

規๎の尊重 (10)⣙᮰やきまりを守り、みんながう物を大切にすること。 (11)⣙᮰や社会のきまりの意義を理解し、それらを守ること。

公正、公平、社会正義 (11)自分のዲき᎘いにとらわれないで接すること。
(12)誰に対しても分け㝸てをせず、公正、公平な態度で接するこ
と。

家族愛、家庭生活の充実
(13)父母、祖父母を敬愛し、進んで家の手伝いなどをして、家族
の役に立つこと。

(14)父母、祖父母を敬愛し、家族みんなで協力し合ってᴦしい家
庭をつくること。

よりよい学校生活、集団
生活の充実

(14)先生を敬愛し、学校の人々に親しんで、学級や学校の生活
をᴦしくすること。

(15)先生や学校の人々を敬愛し、みんなで協力し合ってᴦしい学
級や学校をつくること。

。とこつもを心関、みし親に化文や々人の国他)71(。とこ䜐し親に化文や々人の国他)61(善親際国、解理際国

生命の尊さ (17)生きることのすばらしさを知り、生命を大切にすること。 (18)生命の尊さを知り、生命あるものを大切にすること。

自然愛護 (18)身㏆な自然に親しみ、動᳜物に優しい心で接すること。
(19)自然のすばらしさや思㆟さを感じྲྀり、自然や動᳜物を大
切にすること。

感動、畏敬の念 (19)美しいものにゐれ、すがすがしい心をもつこと。 (20)美しいものや気高いものに感動する心をもつこと。

よりよく生きる喜び

(12)働くことのよさを知り、みんなのために働くこと。 (13)働くことの大切さを知り、進んでみんなのために働くこと。

）䠌２（年学䠐第び及年学䠏第校学小）䠕䠍（年学２第び及年学䠍第校学小校学小

䠝
主
と
し
て
自
分
自
身
に
関
す
る
こ
と

(16)我が国や郷土の伝統と文化を大切にし、国や郷土を愛する
心をもつこと。

䠠
主
と
し
て
生
命
や
自
然

崇
高
な
も
の

と
の
関
わ
り
に
関
す
る
こ
と

䠞
主
と
し
て
人
と
の
関
わ
り
に
関
す
る
こ
と

䠟
主
と
し
て
集
団
や
社
会
と
の
関
わ
り
に
関
す
る
こ
と

伝統と文化の尊重、国や
郷土を愛する態度

(15)我が国や郷土の文化と生活に親しみ、愛着をもつこと。

勤労、公共の精神

中学校（２２）

(1)自由を大切にし、自律的に判断し、責任のある行動をするこ
と。

(2)誠実に明るい心で生活すること。

(3)安全に気を付けることや、生活習慣の大切さについて理解し、
自分の生活を見直し、節度を守り節制に心掛けること。

(2)望ましい生活習慣を身に付け、心身の健康の増進を図り、節
度を守り節制に心掛け、安全で調和のある生活をすること。

節度、節制

(4)自分の特徴を知って、短所を改め長所を伸ばすこと。
(3)自己を見つめ、自己の向上を図るとともに、個性を伸ばして充
実した生き方を追求すること。

向上心、個性の伸長

(5)より高い目標を立て、希望と勇気をもち、困難があってもくじけ
ずに努力して物事をやり抜くこと。

(4)より高い目標を設定し、その達成を目指し、希望と勇気をも
ち、困難や失敗を乗り越えて着実にやり遂げること。

希望と勇気
克己と強い意志

(6)真理を大切にし、物事を探究しようとする心をもつこと。
(5)真実を大切にし、真理を探究して新しいものを生み出そうと努
めること。

真理の探究
創造

(7)誰に対しても思いやりの心をもち、相手の立場に立って親切
にすること。

(8)日々の生活が家族や過去からの多くの人々の支え合いや助
け合いで成り立っていることに感謝し、それに応えること。

(9)時と場をわきまえて、礼儀正しく真心をもって接すること。 (7)礼儀の意義を理解し、時と場に応じた適切な言動をとること。 礼儀

(10)友達と互いに信頼し、学び合って友情を深め、異性について
も理解しながら、人間関係を築いていくこと。

(8)友情の尊さを理解して心から信頼できる友達をもち、互いに励
まし合い、高め合うとともに、異性についての理解を深め、悩み
や葛藤も経験しながら人間関係を深めていくこと。

友情、信頼

(11)自分の考えや意見を相手に伝えるとともに、謙虚な心をも
ち、広い心で自分と異なる意見や立場を尊重すること。

(9)自分の考えや意見を相手に伝えるとともに、それぞれの個性
や立場を尊重し、いろいろなものの見方や考え方があることを理
解し、寛容の心をもって謙虚に他に学び、自らを高めていくこと。

相互理解、寛容

(12)法やきまりの意義を理解した上で進んでそれらを守り、自他
の権利を大切にし、義務を果たすこと。

(10)法や決まりの意義を理解し、それらを進んで守るとともに、そ
のよりよい在り方について考え、自他の権利を大切にし、義務を
果たして、規律ある安定した社会の実現に努めること。

遵法精神、公徳心

(13)誰に対しても差別をすることや偏見をもつことなく、公正、公
平な態度で接し、正義の実現に努めること。

(11)正義と公正さを重んじ、誰に対しても公平に接し、差別や偏
見のない社会の実現に努めること。

公正、公平、社会正義

(12)社会参画の意識と社会連帯の自覚を高め、公共の精神を
もってよりよい社会の実現に努めること。

社会参画、公共の精神

(13)勤労の尊さや意義を理解し、将来の生き方について考えを
深め、勤労を通じて社会に貢献すること。

勤労

(15)父母、祖父母を敬愛し、家族の幸せを求めて、進んで役に立
つことをすること。

(14)父母、祖父母を敬愛し、家族の一員としての自覚をもって充
実した家庭生活を築くこと。

家族愛、家庭生活の充実

(16)先生や学校の人々を敬愛し、みんなで協力し合ってよりよい
学級や学校をつくるとともに、様々な集団の中での自分の役割を
自覚して集団生活の充実に努めること。

(15)教師や学校の人々を敬愛し、学級や学校の一員としての自
覚をもち、協力し合ってよりよい校風をつくるとともに、様々な集
団の意義や集団の中での自分の役割と責任を自覚して集団生
活の充実に努めること。

よりよい学校生活、
集団生活の充実

(16)郷土の伝統と文化を大切にし、社会に尽くした先人や高齢者
に尊敬の念を深め、地域社会の一員としての自覚をもって郷土
を愛し、進んで郷土の発展に努めること。

郷土の伝統と文化の尊重、
郷土を愛する態度

(17)優れた伝統の継承と新しい文化の創造に貢献するとともに、
日本人としての自覚をもって国を愛し、国家及び社会の形成者と
して、その発展に努めること。

我が国の伝統と文化の尊重、
国を愛する態度

(18)他国の人々や文化について理解し、日本人としての自覚を
もって国際親善に努めること。

(18)世界の中の日本人としての自覚をもち、他国を尊重し、国際
的視野に立って、世界の平和と人類の発展に寄与すること。

国際理解、国際貢献

(19)生命が多くの生命のつながりの中にあるかけがえないもので
あることを理解し、生命を尊重すること。

(19)生命の尊さについて、その連続性や有限性なども含めて理
解し、かけがえのない生命を尊重すること。

生命の尊さ

(20)自然の偉大さを知り、自然環境を大切にすること。
(20)自然の崇高さを知り、自然環境を大切にすることの意義を理
解し、進んで自然の愛護に努めること。

自然愛護

(21)美しいものや気高いものに感動する心や人間の力を超えた
ものに対する畏敬の念をもつこと。

(21)美しいものや気高いものに感動する心をもち、人間の力を超
えたものに対する畏敬の念を深めること。

感動、畏敬の念

(22)よりよく生きようとする人間の強さや気高さを理解し、人間と
して生きる喜びを感じること。

(22)人間には自らの弱さや醜さを克服する強さや気高く生きよう
とする心があることを理解し、人間として生きることに喜びを見い
だすこと。

よりよく生きる喜び

小学校第５学年及び第６学年（２２） 中学校

自主、自律、
自由と責任

(1)自律の精神を重んじ、自主的に考え、判断し、誠実に実行して
その結果に責任をもつこと。

思いやり、感謝
(6)思いやりの心をもって人と接するとともに、家族などの支えや
多くの人々の善意により日々の生活や現在の自分があることに
感謝し、進んでそれに応え、人間愛の精神を深めること。

(14)働くことや社会に奉仕することの充実感を味わうとともに、そ
の意義を理解し、公共のために役に立つことをすること。

(17)我が国や郷土の伝統と文化を大切にし、先人の努力を知り、
国や郷土を愛する心をもつこと。
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目

6 「道徳の内容」の学年段階・学校段階の一覧表

善ᝏの判断、自律、
自由と責任

(1)よいこととᝏいこととの༊別をし、よいと思うことを進んで行うこ
と。

(1)正しいと判断したことは、自信をもって行うこと。

正直、誠実
(2)うそをついたり䛤まかしをしたりしないで、⣲直に伸び伸びと生
活すること。

(2)過ちは⣲直に改め、正直に明るい心で生活すること。

節度、節制
(3)健康や安全に気を付け、物や㔠㖹を大切にし、身のᅇりをᩚ
え、わがままをしないで、規๎正しい生活をすること。

(3)自分でできることは自分でやり、安全に気を付け、よく考えて
行動し、節度のある生活をすること。

。とこすば伸を所長、き付気に徴特の分自)4(。とこく付気に徴特の分自)4(長伸の性個

希望と勇気
努力と強い意志

(5)自分のやる䜉きຮ強や仕事をしっかり行うこと。
(5)自分でやろうと決めた目標に向かって、強い意志をもち、⢓り
強くやり抜くこと。

真理の探究

親切、思いやり (6)身㏆にいる人に かい心で接し、親切にすること。 (6)相手のことを思いやり、進んで親切にすること。

感謝 (7)家族など日㡭世ヰになっている人々に感謝すること。
(7)家族など生活を支えてくれている人々や現在の生活を築いて
くれた高齢者に、尊敬と感謝の気ᣢちをもって接すること。

礼儀
(8)気ᣢちのよいᣵᣜ、言ⴥ㐵い、動సなどに心掛けて、明るく接
すること。

(8)礼儀の大切さを知り、誰に対しても真心をもって接すること。

。とこう合け助、し頼信、し解理にい互と達友)9(。とこう合け助、しくよ௰と達友)9(頼信、情友

相互理解、寛容
(10)自分の考えや意見を相手に伝えるとともに、相手のことを理
解し、自分と異なる意見も大切にすること。

規๎の尊重 (10)⣙᮰やきまりを守り、みんながう物を大切にすること。 (11)⣙᮰や社会のきまりの意義を理解し、それらを守ること。

公正、公平、社会正義 (11)自分のዲき᎘いにとらわれないで接すること。
(12)誰に対しても分け㝸てをせず、公正、公平な態度で接するこ
と。

家族愛、家庭生活の充実
(13)父母、祖父母を敬愛し、進んで家の手伝いなどをして、家族
の役に立つこと。

(14)父母、祖父母を敬愛し、家族みんなで協力し合ってᴦしい家
庭をつくること。

よりよい学校生活、集団
生活の充実

(14)先生を敬愛し、学校の人々に親しんで、学級や学校の生活
をᴦしくすること。

(15)先生や学校の人々を敬愛し、みんなで協力し合ってᴦしい学
級や学校をつくること。

。とこつもを心関、みし親に化文や々人の国他)71(。とこ䜐し親に化文や々人の国他)61(善親際国、解理際国

生命の尊さ (17)生きることのすばらしさを知り、生命を大切にすること。 (18)生命の尊さを知り、生命あるものを大切にすること。

自然愛護 (18)身㏆な自然に親しみ、動᳜物に優しい心で接すること。
(19)自然のすばらしさや思㆟さを感じྲྀり、自然や動᳜物を大
切にすること。

感動、畏敬の念 (19)美しいものにゐれ、すがすがしい心をもつこと。 (20)美しいものや気高いものに感動する心をもつこと。

よりよく生きる喜び

(12)働くことのよさを知り、みんなのために働くこと。 (13)働くことの大切さを知り、進んでみんなのために働くこと。

）䠌２（年学䠐第び及年学䠏第校学小）䠕䠍（年学２第び及年学䠍第校学小校学小

䠝
主
と
し
て
自
分
自
身
に
関
す
る
こ
と

(16)我が国や郷土の伝統と文化を大切にし、国や郷土を愛する
心をもつこと。

䠠
主
と
し
て
生
命
や
自
然

崇
高
な
も
の

と
の
関
わ
り
に
関
す
る
こ
と

䠞
主
と
し
て
人
と
の
関
わ
り
に
関
す
る
こ
と

䠟
主
と
し
て
集
団
や
社
会
と
の
関
わ
り
に
関
す
る
こ
と

伝統と文化の尊重、国や
郷土を愛する態度

(15)我が国や郷土の文化と生活に親しみ、愛着をもつこと。

勤労、公共の精神

中学校（２２）

(1)自由を大切にし、自律的に判断し、責任のある行動をするこ
と。

(2)誠実に明るい心で生活すること。

(3)安全に気を付けることや、生活習慣の大切さについて理解し、
自分の生活を見直し、節度を守り節制に心掛けること。

(2)望ましい生活習慣を身に付け、心身の健康の増進を図り、節
度を守り節制に心掛け、安全で調和のある生活をすること。

節度、節制

(4)自分の特徴を知って、短所を改め長所を伸ばすこと。
(3)自己を見つめ、自己の向上を図るとともに、個性を伸ばして充
実した生き方を追求すること。

向上心、個性の伸長

(5)より高い目標を立て、希望と勇気をもち、困難があってもくじけ
ずに努力して物事をやり抜くこと。

(4)より高い目標を設定し、その達成を目指し、希望と勇気をも
ち、困難や失敗を乗り越えて着実にやり遂げること。

希望と勇気
克己と強い意志

(6)真理を大切にし、物事を探究しようとする心をもつこと。
(5)真実を大切にし、真理を探究して新しいものを生み出そうと努
めること。

真理の探究
創造

(7)誰に対しても思いやりの心をもち、相手の立場に立って親切
にすること。

(8)日々の生活が家族や過去からの多くの人々の支え合いや助
け合いで成り立っていることに感謝し、それに応えること。

(9)時と場をわきまえて、礼儀正しく真心をもって接すること。 (7)礼儀の意義を理解し、時と場に応じた適切な言動をとること。 礼儀

(10)友達と互いに信頼し、学び合って友情を深め、異性について
も理解しながら、人間関係を築いていくこと。

(8)友情の尊さを理解して心から信頼できる友達をもち、互いに励
まし合い、高め合うとともに、異性についての理解を深め、悩み
や葛藤も経験しながら人間関係を深めていくこと。

友情、信頼

(11)自分の考えや意見を相手に伝えるとともに、謙虚な心をも
ち、広い心で自分と異なる意見や立場を尊重すること。

(9)自分の考えや意見を相手に伝えるとともに、それぞれの個性
や立場を尊重し、いろいろなものの見方や考え方があることを理
解し、寛容の心をもって謙虚に他に学び、自らを高めていくこと。

相互理解、寛容

(12)法やきまりの意義を理解した上で進んでそれらを守り、自他
の権利を大切にし、義務を果たすこと。

(10)法や決まりの意義を理解し、それらを進んで守るとともに、そ
のよりよい在り方について考え、自他の権利を大切にし、義務を
果たして、規律ある安定した社会の実現に努めること。

遵法精神、公徳心

(13)誰に対しても差別をすることや偏見をもつことなく、公正、公
平な態度で接し、正義の実現に努めること。

(11)正義と公正さを重んじ、誰に対しても公平に接し、差別や偏
見のない社会の実現に努めること。

公正、公平、社会正義

(12)社会参画の意識と社会連帯の自覚を高め、公共の精神を
もってよりよい社会の実現に努めること。

社会参画、公共の精神

(13)勤労の尊さや意義を理解し、将来の生き方について考えを
深め、勤労を通じて社会に貢献すること。

勤労

(15)父母、祖父母を敬愛し、家族の幸せを求めて、進んで役に立
つことをすること。

(14)父母、祖父母を敬愛し、家族の一員としての自覚をもって充
実した家庭生活を築くこと。

家族愛、家庭生活の充実

(16)先生や学校の人々を敬愛し、みんなで協力し合ってよりよい
学級や学校をつくるとともに、様々な集団の中での自分の役割を
自覚して集団生活の充実に努めること。

(15)教師や学校の人々を敬愛し、学級や学校の一員としての自
覚をもち、協力し合ってよりよい校風をつくるとともに、様々な集
団の意義や集団の中での自分の役割と責任を自覚して集団生
活の充実に努めること。

よりよい学校生活、
集団生活の充実

(16)郷土の伝統と文化を大切にし、社会に尽くした先人や高齢者
に尊敬の念を深め、地域社会の一員としての自覚をもって郷土
を愛し、進んで郷土の発展に努めること。

郷土の伝統と文化の尊重、
郷土を愛する態度

(17)優れた伝統の継承と新しい文化の創造に貢献するとともに、
日本人としての自覚をもって国を愛し、国家及び社会の形成者と
して、その発展に努めること。

我が国の伝統と文化の尊重、
国を愛する態度

(18)他国の人々や文化について理解し、日本人としての自覚を
もって国際親善に努めること。

(18)世界の中の日本人としての自覚をもち、他国を尊重し、国際
的視野に立って、世界の平和と人類の発展に寄与すること。

国際理解、国際貢献

(19)生命が多くの生命のつながりの中にあるかけがえないもので
あることを理解し、生命を尊重すること。

(19)生命の尊さについて、その連続性や有限性なども含めて理
解し、かけがえのない生命を尊重すること。

生命の尊さ

(20)自然の偉大さを知り、自然環境を大切にすること。
(20)自然の崇高さを知り、自然環境を大切にすることの意義を理
解し、進んで自然の愛護に努めること。

自然愛護

(21)美しいものや気高いものに感動する心や人間の力を超えた
ものに対する畏敬の念をもつこと。

(21)美しいものや気高いものに感動する心をもち、人間の力を超
えたものに対する畏敬の念を深めること。

感動、畏敬の念

(22)よりよく生きようとする人間の強さや気高さを理解し、人間と
して生きる喜びを感じること。

(22)人間には自らの弱さや醜さを克服する強さや気高く生きよう
とする心があることを理解し、人間として生きることに喜びを見い
だすこと。

よりよく生きる喜び

小学校第５学年及び第６学年（２２） 中学校

自主、自律、
自由と責任

(1)自律の精神を重んじ、自主的に考え、判断し、誠実に実行して
その結果に責任をもつこと。

思いやり、感謝
(6)思いやりの心をもって人と接するとともに、家族などの支えや
多くの人々の善意により日々の生活や現在の自分があることに
感謝し、進んでそれに応え、人間愛の精神を深めること。

(14)働くことや社会に奉仕することの充実感を味わうとともに、そ
の意義を理解し、公共のために役に立つことをすること。

(17)我が国や郷土の伝統と文化を大切にし、先人の努力を知り、
国や郷土を愛する心をもつこと。
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7 兵庫県の道徳教育 

ஜჄưƸƜǕǇưܖ፼ਦݰᙲ᪸ӏƼžƻǐƏƝ教ᏋоᡯȗȩȳſにؕƮƖŴδᇜ生ࢻƷ

ᝅƔなऴદǍᙹርॖᜤŴ˂ᎍǁƷ思いǍǓሁに᧙ǘる道徳ࣱをᏋするƨǊŴτࡉž˳

᬴教ᏋſƱ道徳ᅹƷƦǕƧǕƷཎࣱを生ƔƠŴ࣎Ʒ教ᏋƷؕႴƱなる道徳教ᏋƷΪܱを

ってƖǇƠƨŵ 

ȷჄϋμてƷ道徳教Ꮛਖ਼ᡶ教ࠖをݣᝋƱƠƨμჄᄂ̲をڼ 

ȷע؏教材をႆȷ用Ơƨž道徳教Ꮛܱោ事̊ᨼſを˺ 

ȷਦݰƷࡽƖžƀ生ԡをݭする࣎ƁƱƀᙹርॖᜤƁƷᏋſᣐ˄ 

ȷ兵庫独自の副読本の開発
道徳教ᏋƷƞǒなるΪܱをるƨǊŴτࡉǏƔǓƷ人ཋȷˡወ૨҄ȷ 

自をӕǓɥƛƨᛠǈཋ૰にᩗ૰をьƑƨŴτࡉ༿道徳教Ꮛи 

ᛠஜを˺Ტ ��ᾄ22  Უࡇ࠰

ȷ道徳教Ꮛܱោਖ਼ᡶңᜭ会ƷᚨፗᲢ 23  ᾄᲣࡇ࠰

࣭兵庫版道徳教育副読本の活用を開始 Ტ 23  ᾄᲣࡇ࠰

ȷиᛠஜƷᣐࠋにƱǋないŴ教Ճ用ਦݰకを̊ᅆ 

※Ⴤ教ᏋۀՃ会፯Ѧ教Ꮛᛢ᳂ƔǒȀǦȳȭーȉӧᏡ 

ȷ道徳教Ꮛਖ਼ᡶע؏ƝƱにŴиᛠஜをƔƠƨ道徳Ʒಅをܱោᄂᆮ 

ȷиᛠஜƷјௐ的な用をȆーȞƱƠƨμჄӏƼעғКᄂ̲Ʒܱ 

ȷ道徳Ʒ教ᅹ҄にӼけƨஇᙲᛢ᫆ƱƠてŴಅ力Ӽɥをˮፗ˄けŴμჄӏƼעғКᄂ̲ 

ưƸžલಅſをᆢಊ的にӕǓλǕƨܱោ的なᄂ̲ 

ȷ教ᅹ҄にӼけਦݰ૰žƀཎКƷ教ᅹ 道徳ƁƷμ᩿ܱにӼけてſを˺ȷᣐࠋ 

Ტ 21  Უࡇ࠰

Ტ 20  Უࡇ࠰

ȷžݣᛅſをᙻƠƨಅをᄂᆮ 

ȷžಅᚡſを用Ơƨఄϋಅᄂ̲ƷΪܱ 

ȷ教ᅹ҄にӼけਦݰ૰žƀཎКƷ教ᅹ 道徳ƁƷμ᩿ܱにӼけてĭᾄಅ力を高Ǌるᄂ

̲会Ʒپᾄſを˺ȷᣐࠋ 

ȷžᚸ価ſにƭいてƷᄂᆮ 

ȷ教ᅹ҄にӼけƨਦݰ૰žƀཎКƷ教ᅹ 道徳ƁƷμ᩿ܱにӼけてĮᾄ道徳ᅹƷਦݰƱ 

ᚸ価ᾄſを˺ȷᣐࠋ 

これまでの「指導資料」※県教育委員会義務教育課ＨＰからダウンロード可能 

ȷ ��ᾄ�9  ૰žƀཎКƷ教ᅹ 道徳ƁƷμ᩿ܱݰƠƨਦࠋにᣐ࠰

にӼけてſƷɶƔǒŴϐᄩᛐいƨƩƖƨいϋܾをችᢠƠŴਦݰƱ 

ᚸ価にƭいてƷᚐᛟƱƱǋにܱោ事̊をኰʼ 

ȷਦݰ૰ž道徳ᅹƷμ᩿ܱにӼけてᾄਦݰƱᚸ価ƷᙲໜӏƼܱោ事 

̊ᾄſを˺ȷᣐࠋ 

 27 ࡇ࠰  28 ࡇ࠰  29  ࡇ࠰

＜参考 国の動き＞ 

 26  ڼᾄ   道徳教Ꮛ用教材žᅶƨƪƷ道徳ſ用ࡇ࠰

 26 ࠰ 10 உ  ɶځ教Ꮛݙᜭ会 ž道徳に̞る教ᏋᛢᆉƷોծሁにƭいてſᲢሉဎᲣ 

žᎋƑŴᜭᛯする道徳ſ道徳ᅹǁƷ᠃੭ 

 27 教Ꮛඥ行ᙹЩをɟᢿોദƠž道徳Ʒ᧓ſがžཎКƷ教ᅹ 道徳ſఄܖ  Ჭஉ ࠰

ƱƠてˮፗ˄けǒǕるŵᲢܖ፼ਦݰᙲ᪸ƷɟᢿોദԓᅆᲣ 

 30 Ხஉ  小学校「道徳科」全面実施 ࠰
 31 Ხஉ  中学校「道徳科」全面実施 ࠰

 30 ࡇ࠰
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7 兵庫県の道徳教育 

ஜჄưƸƜǕǇưܖ፼ਦݰᙲ᪸ӏƼžƻǐƏƝ教ᏋоᡯȗȩȳſにؕƮƖŴδᇜ生ࢻƷ

ᝅƔなऴદǍᙹርॖᜤŴ˂ᎍǁƷ思いǍǓሁに᧙ǘる道徳ࣱをᏋするƨǊŴτࡉž˳

᬴教ᏋſƱ道徳ᅹƷƦǕƧǕƷཎࣱを生ƔƠŴ࣎Ʒ教ᏋƷؕႴƱなる道徳教ᏋƷΪܱを

ってƖǇƠƨŵ 

ȷჄϋμてƷ道徳教Ꮛਖ਼ᡶ教ࠖをݣᝋƱƠƨμჄᄂ̲をڼ 

ȷע؏教材をႆȷ用Ơƨž道徳教Ꮛܱោ事̊ᨼſを˺ 

ȷਦݰƷࡽƖžƀ生ԡをݭする࣎ƁƱƀᙹርॖᜤƁƷᏋſᣐ˄ 

ȷ兵庫独自の副読本の開発
道徳教ᏋƷƞǒなるΪܱをるƨǊŴτࡉǏƔǓƷ人ཋȷˡወ૨҄ȷ 

自をӕǓɥƛƨᛠǈཋ૰にᩗ૰をьƑƨŴτࡉ༿道徳教Ꮛи 

ᛠஜを˺Ტ ��ᾄ22  Უࡇ࠰

ȷ道徳教Ꮛܱោਖ਼ᡶңᜭ会ƷᚨፗᲢ 23  ᾄᲣࡇ࠰

࣭兵庫版道徳教育副読本の活用を開始 Ტ 23  ᾄᲣࡇ࠰

ȷиᛠஜƷᣐࠋにƱǋないŴ教Ճ用ਦݰకを̊ᅆ 

※Ⴤ教ᏋۀՃ会፯Ѧ教Ꮛᛢ᳂ƔǒȀǦȳȭーȉӧᏡ 

ȷ道徳教Ꮛਖ਼ᡶע؏ƝƱにŴиᛠஜをƔƠƨ道徳Ʒಅをܱោᄂᆮ 

ȷиᛠஜƷјௐ的な用をȆーȞƱƠƨμჄӏƼעғКᄂ̲Ʒܱ 

ȷ道徳Ʒ教ᅹ҄にӼけƨஇᙲᛢ᫆ƱƠてŴಅ力Ӽɥをˮፗ˄けŴμჄӏƼעғКᄂ̲ 

ưƸžલಅſをᆢಊ的にӕǓλǕƨܱោ的なᄂ̲ 

ȷ教ᅹ҄にӼけਦݰ૰žƀཎКƷ教ᅹ 道徳ƁƷμ᩿ܱにӼけてſを˺ȷᣐࠋ 

Ტ 21  Უࡇ࠰

Ტ 20  Უࡇ࠰

ȷžݣᛅſをᙻƠƨಅをᄂᆮ 

ȷžಅᚡſを用Ơƨఄϋಅᄂ̲ƷΪܱ 

ȷ教ᅹ҄にӼけਦݰ૰žƀཎКƷ教ᅹ 道徳ƁƷμ᩿ܱにӼけてĭᾄಅ力を高Ǌるᄂ

̲会Ʒپᾄſを˺ȷᣐࠋ 

ȷžᚸ価ſにƭいてƷᄂᆮ 

ȷ教ᅹ҄にӼけƨਦݰ૰žƀཎКƷ教ᅹ 道徳ƁƷμ᩿ܱにӼけてĮᾄ道徳ᅹƷਦݰƱ 

ᚸ価ᾄſを˺ȷᣐࠋ 

これまでの「指導資料」※県教育委員会義務教育課ＨＰからダウンロード可能 

ȷ ��ᾄ�9  ૰žƀཎКƷ教ᅹ 道徳ƁƷμ᩿ܱݰƠƨਦࠋにᣐ࠰

にӼけてſƷɶƔǒŴϐᄩᛐいƨƩƖƨいϋܾをችᢠƠŴਦݰƱ 

ᚸ価にƭいてƷᚐᛟƱƱǋにܱោ事̊をኰʼ 

ȷਦݰ૰ž道徳ᅹƷμ᩿ܱにӼけてᾄਦݰƱᚸ価ƷᙲໜӏƼܱោ事 

̊ᾄſを˺ȷᣐࠋ 

 27 ࡇ࠰  28 ࡇ࠰  29  ࡇ࠰

＜参考 国の動き＞ 

 26  ڼᾄ   道徳教Ꮛ用教材žᅶƨƪƷ道徳ſ用ࡇ࠰

 26 ࠰ 10 உ  ɶځ教Ꮛݙᜭ会 ž道徳に̞る教ᏋᛢᆉƷોծሁにƭいてſᲢሉဎᲣ 

žᎋƑŴᜭᛯする道徳ſ道徳ᅹǁƷ᠃੭ 

 27 教Ꮛඥ行ᙹЩをɟᢿોദƠž道徳Ʒ᧓ſがžཎКƷ教ᅹ 道徳ſఄܖ  Ჭஉ ࠰

ƱƠてˮፗ˄けǒǕるŵᲢܖ፼ਦݰᙲ᪸ƷɟᢿોദԓᅆᲣ 

 30 Ხஉ  小学校「道徳科」全面実施 ࠰
 31 Ხஉ  中学校「道徳科」全面実施 ࠰

 30 ࡇ࠰
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教

材
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か
む
)

①
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き
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）
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料
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答
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な
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事

は
何
か

場 面
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変
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す
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か

２
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７
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３
中

心
発
問

４
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問

に
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れ
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児

童
生
徒
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反
応

（
答
え
）

８

本
時

で
考

え
る
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徳

的
価

値

（
上

記
「

７
」

の
（

B
）

に
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。）

（
Ｂ
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目
か
ら

適
切

に
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き
出
す
。

（
Ｃ

）
一

般
的

に
は
道

徳
性
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諸

様
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（
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徳
的

判
断

力
、
道
徳

的
心

情
、
道

徳
的
実

践
意

欲
と

態
度
）
を

入
れ

る
。

 
 

 
※

道
徳

科
の

評
価

は
、

ね
ら

い
に

準
拠

し
た

評
価

で
は

な
く
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児

童
生

徒
が
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か

に
成

長
し
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か
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極
的

に
受

け
止
め

て
認
め
、

励
ま

す
個
人

内
評
価
と

し
て
実

施
し
ま
す
。

（
Ａ
）

（
Ｃ
）

（
Ｂ
）

（
道

徳
的
に

変
化
す
る

）
主

な
登

場
人
物
を

通
し

て

し
よ

う
と
す

る

自
覚
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来
事

a
ft
er
 

＜
構

図
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補
助
発
問
（
道
徳
的
価
値
を
さ
ら
に
深
く
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
問
い
を
準
備
す
る
）



●指導資料 道徳科の全面実施に向けて （平成 31 年３月） 
 平成 30 年度道徳教育実践研究事業のまとめ 
●指導資料 「特別の教科 道徳」の全面実施に向けて③ （平成 30 年３月） 
 平成 29 年度道徳教育実践研究事業のまとめ 
●指導資料 「特別の教科 道徳」の全面実施に向けて② （平成 29 年３月） 
 平成 28 年度道徳教育実践研究事業のまとめ 
●指導資料 「特別の教科 道徳」の全面実施に向けて （平成 28 年３月） 
 平成 27 年度道徳教育実践研究事業のまとめ 
●指導資料 「道徳の時間」を要とした道徳教育の充実 （平成 27 年３月） 
平成 26 年度道徳教育実践研究事業のまとめ 
●指導資料 「道徳の時間」の充実のために （平成 26 年３月） 
平成 25 年度道徳教育実践研究事業のまとめ 
●指導資料 副読本の効果的な実践のために （平成 25 年３月） 
 －平成 23 年度道徳教育推進拠点校事業、平成 24 年度道徳教育推進地域・推進校事業－ 
  http://www.hyogo-c.ed.jp/̃gimu-bo/doutoku/shidoushiryou.pdf 
●平成 23 年度「兵庫県道徳教育推進協議会」提言（平成 24 年３月） 
 「深まり」と「つながり」のある道徳教育 －「兵庫版道徳教育副読本」の有効な活用をめざして－ 
●指導の手引き「生命を尊重する心」と「規範意識」の育成（平成 22 年３月） 

兵庫県教育委員会 義務教育課        https://www.hyogo-c.ed.jp/̃gimu-bo/index.html 

●道徳教育アーカイブ ～「道徳科」の全面実施に向けて～ 

道徳教育アーカイブ        https://doutoku.mext.go.jp  

●学識経験者 委員長  横山 利弘  元関西学院大学教授 
副委員長 谷田 増幸  兵庫教育大学大学院教授 

行本美千子  兵庫県中学校教育研究会道徳部会顧問 
            大塚 昭宏  兵庫教育文化研究所事務局長 
●学校関係者      藤本 健   小学校教育研究会道徳部会理事（丹波篠山市立城北畑小学校長）
            有井 晃一  中学校教育研究会道徳部会部会長（神戸市立兵庫中学校長） 
            鉢木 則子  尼崎市立武庫小学校主幹教諭 

舩倉麻由実  稲美町立稲美中学校主幹教諭 
            谷本 晃史  新温泉町立浜坂中学校教諭 
            岡田 康孝  洲本市立安乎小学校主幹教諭 
●行政         藤野 光裕  姫路市教育委員会学校教育部人権教育課管理指導主事 

検索

検索
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